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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

81
（−24）

34
（−7）

26
（＋5）

4
（±0）

145
（−26）

交通事故死者数（人）

9月30日現在 10月29日現在

1,988
（−230）

2,243
（−266）

全国の死亡
事故件数

1,947
（−213）

令和２年９月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
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11月1日号

年　月 スタンド ローリー カード

令和２年  7月 88.19 77.34 87.45 
令和２年  8月 91.13 80.99 90.22 
令和２年  9月 91.32 80.95 90.56 

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

10/15〜11/14  2764
11/15〜12/14  8429
　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
・写真で見る

『点検のポイント』
　～全ト協制作

雪道対策DVDより～
第３回「チェーン装着」

6
・国交省「運輸防災

マネジメント指針」
事業者における体制づくりの

ポイント②

8 ・冬期における安全運行特集
雪道でのトラブルを防ぐために
会津本郷貨物運送㈱（福島県）

7 ・�大型トラックの車輪脱落事
故が急増中！
　～事故防止のポイント～

表  特車通行許可基準（車幅）の見直し
（令和2年9月末時点）

全国路線網を形成する道路 3.3m まで
通行可能延長

4 車線以上
（片側２車線以上）

暫定 2 車線
（片側 1 車線）

2,210km
⇨ 7,700km

NEXCO
東日本

関　　東 3.0m ⇨ 3.3m 3.0m 2,080km
⇨ 3,160km関東以外 3.3m 3.0m 〜 3.3m

NEXCO 中日本 3.0m ⇨ 3.3m 3.0m 〜 3.25m 0km
⇨ 1,850km

NEXCO 西日本 3.0m ⇨ 3.3m 3.0m 〜 3.25m 130km
⇨ 2,580km

本四高速 3.0m ⇨ 3.3m 3.0m 0km
⇨ 110km

脱
輪
事
故
「
緊
急
対
策
」
を
通
達

脱
輪
事
故
「
緊
急
対
策
」
を
通
達

元
年
度
は
車
輪
脱
落
事
故
件
数
が
過
去
最
悪

元
年
度
は
車
輪
脱
落
事
故
件
数
が
過
去
最
悪

1111
月
～
３
年
２
月「
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施

月
～
３
年
２
月「
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施

　

高
速
道
路
に
お
け
る
軸
重

に
係
る
車
両
制
限
令
違
反
の

取
締
り
に
関
し
て
は
︑
以
前

よ
り
運
送
事
業
者
か
ら
︑﹁
計

測
誤
差
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
﹂︑﹁
高
速
道
路
会
社
に
よ

り
取
締
り
基
準
に
差
異
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
﹂︑
と
の
疑

問
が
提
示
さ
れ
て
い
た
︒

　

そ
の
た
め
︑
全
ト
協
︑
日

貨
協
連
お
よ
び
国
交
省
︑
高

速
道
路
６
社
︑（
独
）
日
本

高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済

機
構
等
が
協
力
し
て
︑
全
国

の
高
速
道
路
７
か
所
に
て
︑

そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
た
車
両
お

よ
び
積
載
条
件
の
下
で
実
地

検
証
を
実
施
（
写
真
㊧
）︒

　

そ
の
結
果
︑
機
械
計
測
差

や
走
行
状
況
な
ど
の
影
響
に

よ
り
︑
静
荷
重
（
マ
ッ
ト
ス

ケ
ー
ル
計
測
）
で
は
最
大
で

約
１
㌧
︑
動
荷
重
（
自
動
軸

重
計
計
測
）
で
は
最
大
で
約

３
㌧
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
︒

　

同
検
証
を
踏
ま
え
︑
高
速

道
路
機
構
お
よ
び
高
速
道

路
各
社
は
︑
一
般
的
制
限

値
や
特
車
通
行
許
可
値
を

も
と
に
実
地
検
証
で
確
認

さ
れ
た
ば
ら
つ
き
を
考
慮
し

た
上
で
︑
違
反
が
繰
り
返

し
確
認
さ
れ
た
者
に
対
す

る
取
締
り
等
を
12
月
１
日

よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
※
現
地
取
締
り
の
場

合
は
︑
そ
の
場
で
処
分
）︒

　

な
お
︑
本
件
は
取
締
り

時
の
計
測
誤
差
が
一
定
規

模
存
在
す
る
こ
と
を
共
通

認
識
す
る
も
の
で
あ
っ
て
︑

決
し
て
許
可
値
以
上
に
積

載
を
許
す
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
留
意
さ
れ
た
い
︒

４
車
線
以
上
の
区
間
で
の

車
幅
３
・
３
㍍
通
行
可
能

延
長

　

一
方
︑
高
速
道
路
の
特
車

通
行
許
可
の
車
幅
上
限
値
で

は
︑
高
速
道
路
会
社
や
支
社

に
よ
り
︑
差
異
が
あ
り
︑
構

造
上
通
行
で
き
る
の
に
必
要

以
上
に
制
約
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
︑
と
の
課
題
が
あ

っ
た
︒

　

そ
の
た
め
︑
同
勉
強
会
で

の
検
討
の
結
果
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
３
社
お
よ
び
本
四
高
速
が

管
理
す
る
高
速
道
路
で
︑
現

在
会
社
間
で
運
用
が
異
な
る

車
幅
の
特
車
通
行
許
可
基
準

を
見
直
し
︑
同
日
よ
り
︑
４

車
線
以
上
（
片
側
２
車
線
以

上
）
の
区
間
に
つ
い
て
統
一
的

な
許
可
基
準
値
を
設
定
す
る

も
の
で
︑
車
線
幅
員
３
・
５

㍍
区
間
は
許
可
限
度
値
が
３

・
３
㍍
に
︑
車
線
幅
員
３
・

25
㍍
以
下
区
間
で
は
許
可
限

度
値
が
３
・
０
㍍
以
下
と
な

る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
車
幅
３

・
３
㍍
通
行
可
能
延
長
は
︑

従
来
の
２
２
１
０
㌔
㍍
か
ら

７
７
０
０
㌔
㍍
に
ま
で
拡
大

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
表
）︒

　

対
象
区
間
は
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
︑

詳
細
は
各
高
速
道
路
会
社
の

特
車
問
い
合
わ
せ
窓
口
に
て

対
応
す
る
︒

　

な
お
︑
車
両
幅
３
・
０
㍍

以
上
の
特
殊
車
両
通
行
許
可

申
請
に
あ
た
っ
て
は
︑
①
本

線
で
は
左
端
か
ら
数
え
て
１

番
目
の
車
両
通
行
帯
を
走

行
︑
②
料
金
所
は
幅
広
レ
ー

ン
を
走
行
︱
︱
等
の
条
件
を

遵
守
し
︑
安
全
に
配
慮
し
た

運
行
を
事
業
者
に
対
し
て
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

大
型
車
（
車
両
総
重
量
８
㌧

以
上
）
の
車
輪
脱
落
事
故
発

生
状
況
に
よ
る
と
︑
令
和
元

年
度
は
１
１
２
件
で
︑
平
成

30
年
度
の
81
件
か
ら
31
件
の

大
幅
増
加
で
︑
平
成
11
年
に

統
計
を
開
始
し
て
以
来
︑
最

悪
の
件
数
と
な
っ
た
︒
同
省

で
は
︑
走
行
中
に
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
が
外
れ
た
場

合
︑﹁
歩
行
者
や
車
両
に
衝

突
す
る
と
大
惨
事
と
な
る
﹂

と
指
摘
︑
ま
た
︑
平
成
20
年

４
月
に
は
︑
死
亡
事
故
も
発

生
し
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
同
省
で
は
︑
令

和
元
年
12
月
に
︑
事
故
原
因

の
徹
底
究
明
と
効
果
的
な
事

故
防
止
対
策
の
検
討
の
た
め

﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

防
止
対
策
に
係
る
調
査
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
を

　

国
土
交
通
省
は
10
月
30
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
お
よ
び
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

防
止
対
策
に
係
る
連
絡
会
構
成
団
体
等
に

対
し
て
︑﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止

に
係
る
令
和
２
年
度
緊
急
対
策
の
実
施
に
つ

い
て
﹂
を
通
達
し
た
︒
同
省
が
ま
と
め
た

元
年
度
に
お
け
る
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
件
数
は
︑
平
成
11
年
度
の
統
計
開
始
以

来
最
悪
の
１
１
２
件
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑

同
省
で
は
﹁
こ
れ
ま
で
に
な
い
危
機
的
な
状

況
﹂
と
重
く
受
け
止
め
︑
２
年
11
月
か
ら
３

年
２
月
を
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に

設
定
︒
官
民
挙
げ
て
︑
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
て
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

の
広
報
や
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
管
理
表
を

使
用
し
た
計
画
的
な
タ
イ
ヤ
交
換
と
交
換

後
の
増
し
締
め
の
確
実
な
実
施
な
ど
を
求

め
て
い
る
（
７
面
に
関
連
記
事
）︒

事
故
防
止
の
た
め
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
社
内
の
整
備
管

理
者
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
者

に
確
実
に
実
施
さ
せ
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
整
備
管
理
者
に
対

し
て
は
︑
①
計
画
的
な
タ
イ

ヤ
交
換
作
業
の
実
施
︑
②
社

内
で
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
を
行

う
際
は
︑
正
し
い
知
識
を
有

し
た
者
に
実
施
さ
せ
る
︑
③

錆
が
著
し
い
デ
ィ
ス
ク
・
ホ

イ
ー
ル
︑
ス
ム
ー
ズ
に
回
ら

な
い
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ
ト
は
使

用
せ
ず
交
換
す
る
︒
特
に
︑

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ

ト
が
新
品
の
状
態
か
ら
４
年

以
上
経
過
し
て
い
る
車
両

は
︑
重
点
的
に
確
認
す
る
︑

④
脱
落
の
多
い
左
後
輪
の
タ

イ
ヤ
に
つ
い
て
重
点
的
に
点

検
す
る
︑
⑤
増
し
締
め
を
や

む
を
得
ず
車
載
工
具
で
行
う

設
置
し
︑
今
年
10
月
16
日
に

中
間
と
り
ま
と
め
が
決
定
さ

れ
た
︒
今
回
の﹁
緊
急
対
策
﹂

は
︑
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
踏

ま
え
た
も
の
で
︑
同
省
で
は

３
年
２
月
ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
︑
関
係
団
体
と
連

携
し
て
積
極
的
に
同
対
策
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
︒

　

緊
急
対
策
は
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
会
社

代
表
者
が
取
り
組
む
項
目
と

整
備
管
理
者
が
取
り
組
む
項

目
に
分
か
れ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
会
社
代
表
者
に
対

し
て
は
︑
①
規
定
の
ト
ル
ク

で
確
実
な
締
め
付
け
︑
②
50

~
１
０
０
㌔
㍍
走
行
後
に
し

っ
か
り
増
し
締
め
︑
③
一
日
一

回
の
日
常
点
検
の
実
施
︑
④

ホ
イ
ー
ル
に
適
合
し
た
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト
の
使
用
︱
︱
の

場
合
の
実
施
方
法
を
作
業
者

（
運
転
者
）
に
指
導
す
る
︒

な
お
︑
車
載
工
具
で
増
し
締

め
を
行
っ
た
場
合
は
︑
必
ず

帰
庫
時
に
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を

使
用
し
て
規
定
の
ト
ル
ク
で

締
め
付
け
る
︱
︱
な
ど
の
事

故
防
止
対
策
を
求
め
た
︒

　

さ
ら
に
︑
こ
の
度
の
緊
急

対
策
で
は
︑
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
中
間
と
り
ま
と
め
の

結
果
か
ら
︑
自
社
で
タ
イ
ヤ

交
換
し
た
車
両
に
よ
る
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
た
め
︑
①

自
社
で
大
型
車
の
タ
イ
ヤ
交

換
作
業
を
行
う
時
は
︑
作
業

者
に
﹁
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
管

理
表
﹂
に
沿
っ
て
作
業
を
実

施
さ
せ
︑
そ
の
結
果
を
記
録

さ
せ
る
︑
②
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
完
了
後
︑
作
業
管
理
表
を

も
と
に
適
正
な
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
︑
③
点
検
実
施

者
に
﹁
日
常
点
検
表
﹂
を
使

用
し
て
︑﹁
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ

ー
ル
の
取
付
状
態
﹂
の
点
検

を
確
実
に
行
う
︑
④
増
し
締

め
実
施
後
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ

ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
施

す
︑
ま
た
は
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ

ッ
ト
マ
ー
カ
ー
を
活
用
し
た

マ
ー
キ
ン
グ
の
ず
れ
の
確
認

手
法
に
よ
り
︑
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点
検
を
確

実
に
確
認
す
る
︱
︱
こ
と
な

ど
を
具
体
的
に
示
し
た
︒

特
車
通
行
許
可
基
準
（
車
幅
）
の
見
直
し
も
実
施

特
車
通
行
許
可
基
準
（
車
幅
）
の
見
直
し
も
実
施

1212
月
１
日
よ
り

月
１
日
よ
り

国交省

軸
重
に
係
る
実
地
検
証
の
様
子
。

同
検
証
の
結
果
、静
荷
重
で
は
最

大
約
１
㌧
、動
荷
重
で
は
最
大
約

３
㌧
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た

坂本　克己
全ト協会長

吉野　雅山
日貨協連会長

軸重違反取締り運用見直しへ軸重違反取締り運用見直しへ車
限
令

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
（
日
貨
協
連
）︑

国
土
交
通
省
︑
高
速
道
路
各
社
な
ど
で
組
織
す
る
﹁
高
速
道
路
に
お
け
る
特
殊

車
両
通
行
許
可
制
度
に
関
す
る
勉
強
会
﹂
は
10
月
12
日
︑車
両
制
限
令
違
反
（
軸

重
）
の
取
締
り
と
特
車
通
行
許
可
基
準
（
車
幅
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
︑
12
月

１
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
︒
高
速
道
路
に
お
け
る
軸
重
に
係
る
車

両
制
限
令
違
反
の
取
締
り
に
関
し
て
は
︑
業
界
の
要
望
を
背
景
に
︑
御
手
洗
安

日
貨
協
連
副
会
長
・
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
か
ら
強
力
な
提
言
が
な
さ
れ
︑

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
を
中
心
に
関
係
行
政
機
関
等
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
結

果
︑
今
回
の
見
直
し
で
︑
業
界
の
要
望
が
実
現
し
た
︒

トラック運送業界の要望が実現



（2）第2164号（第3種郵便物認可）令和2年（2020年）11月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
意
気
に
燃
え
る
﹂
と
い
う
慣

用
句
が
あ
る
︒
今
風
に
い
え
ば﹁
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
近
い
だ
ろ
う
︒

何
を
す
る
に
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
重
要
だ
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
リ
ス

ク
を
抱
え
な
が
ら
も
荷
物
を
運
び

続
け
て
い
る
︒
ど
ん
な
に
感
染
予

防
を
施
し
て
も
完
璧
と
い
う
こ
と

は
な
い
︒
だ
が
︑
社
会
的
に
果
た

し
て
い
る
役
割
を
放
棄
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
︒
国
民
生
活
と
経
済

活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
︒

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
﹁
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
﹂
と
評
す
る

声
も
あ
る
︒
だ
が
一
方
︑
ま
だ
ま

だ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
根
強
い

偏
見
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
事
実
だ
︒
心
な
い
言
動
に
意
気

消
沈
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る
だ

ろ
う
︒
反
対
に
﹁
あ
り
が
と
う
﹂

と
い
う
さ
り
げ
な
い
一

言
で
︑
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
ア
ッ
プ
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
も
い
る
は
ず
だ
︒

　

福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
︑
地
元
の
福
井
新

聞
社
と
﹁
あ
り
が
と
ら

っ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に

取
り
組
み
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
﹁
あ

り
が
と
う
の
手
紙
﹂
を
一
般
募

集
し
た
︒
８
月
２
日
か
ら
31
日

ま
で
の
期
間
に
︑
最
大
１
０
０

字
ま
で
で
一
言
で
も
よ
い
か
ら

と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
手
紙
を

出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
︒

手
紙
は
郵
送
︑
Ｅ
メ
ー
ル
︑
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
応
募
可

能
と
し
た
︒
そ

の
結
果
︑
１
５

５
通
の
手
紙
が

あ
り
︑
10
月
９

日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
に
福
井

新
聞
紙
上
で
入

選
者
を
発
表
︒

ま
た
︑
10
月
11

日
に
最
優
秀
賞

１
人
︑
優
秀
賞

６
人
（
小
学
生

以
下
の
部
︑
中

高
生
の
部
︑
一

般
の
部
か
ら
各

２
人
）
の
表
彰

式
を
行
っ
た
︒

　

最
優
秀
賞
の
侑
斗
さ
ん
（
中

高
生
）
の
手
紙
の
中
に
は
︑﹁
私

た
ち
の
﹃
当
た
り
前
﹄
は
確
実

に
守
ら
れ
て
い
る
﹂
と
あ
る
︒

ま
た
︑
優
秀
賞
の
さ
ゆ
み
さ
ん

（
一
般
）
も
﹁
あ
た
り
ま
え
を

本
当
に
あ
り
が
と
う
﹂
と
書
い

て
い
る
︒
そ
の
他
︑
普
段
は
あ
ま

り
気
づ
か
な
い﹁
当
た
り
前
﹂が
︑

物
流
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
た
感
謝
を
綴
っ
た
手
紙
が

い
く
つ
か
あ
っ
た
︒

　

小
学
生
以
下
の
部
の
優
秀
賞
２

点
は
共
通
す
る
内
容
で
ほ
ほ
笑
ま

し
い
︒
さ
く
ら
さ
ん
は
﹁
ラ
ン
ド

セ
ル
を　

と
ど
け
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
︒
︙
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な

る
の
が　

ま
ち
き
れ
な
い
よ
︒
つ

ぎ
は
お
と
う
と
の
も　

お
ね
が
い

し
ま
す
﹂︒
お
そ
ら
く
︑
離
れ
て

暮
ら
す
祖
父
母
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
だ
ろ
う
︒
同
じ
よ
う
に
高
山
さ

ん
も
︑
東
京
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

﹁
か
っ
て
く
れ
た
お
も
ち
ゃ
を　

は
こ
ん
で
く
れ
て
い
る　

ひ
と
た

ち
の
お
か
げ
で　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と　

あ
え
た
き
も
ち
で
す
﹂︒

　

そ
の
他
︑
入
選
し
な
か
っ
た
手

紙
も
含
め
て
︑
離
れ
て
暮
ら
す
人

た
ち
が
コ
ロ
ナ
で
会
え
な
い
な
か
︑

贈
り
物
な
ど
物
流
が
人
と
人
︑
心

と
心
を
繋
い
で
く
れ
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
多
く
み
ら
れ

た
︒

　
﹁
あ
り
が
と
う
の
手
紙
﹂
を
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
た
ち
に
読

ん
で
も
ら
え
た
ら
︑
仕
事
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
︑
意
気

に
燃
え
る
だ
ろ
う
︒

第
265
回

「ありがとう」がモチベーションに

～点検整備編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  事業用貨物自動車は、一日一回、運行の開始前に日常点検を実施しな
ければならない。（ ○・× ）

❷  事業用貨物自動車は、6か月ごとに定期点検整備を実施しなければなら
ない。（ ○・× ）

❸  点検整備記録簿は、営業所に備え置き、1年間保存しなければならな
い。（ ○・× ）

❹  日常点検において、車両総重量８トン以上の自動車については、ディ
スク・ホイールの取付状態を点検しなければならない。（ ○・× ）

❺  日常点検において、エンジン・オイルの量が適当であるかどうかは、
毎回点検しなければならない。　（ ○・× ）

（解答は7面）

　あなたは買物などでにぎわう夕方の商店街を走行していま
す。前方にはタクシーが走行しています。この場面にはどのよ
うな危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのよう
な運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 128回〕「人通りの多い夕方の商店街」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
第
60
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
︑

11
月
16
日
㈪
か
ら
令
和
３
年

１
月
10
日
㈰
ま
で
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
及
び
輸
送
秩
序
の
確
立
に

よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達
成

を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸
送

繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
︒

　

実
施
項
目
15
項
目
の
う

ち
︑特
に
重
点
項
目
と
し
て
︑

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
︑
②
追

突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け

る
事
故
防
止
の
徹
底
︑
③
過

労
運
転
防
止
の
徹
底
︑
④
確

実
な
点
呼
の
実
施
︑
⑤
携
帯

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

禁
止
の
徹
底
︑
⑥
健
康
診
断

の
受
診
の
徹
底
︱
︱
の
６
項

目
を
設
定
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
回
の
実
施
計
画

で
は
︑﹁
⑩
降
積
雪
期
に
お

け
る
輸
送
の
安
全
確
保
の
徹

底
﹂
の
項
目
に
︑
２
年
２
月

28
日
付
の
国
土
交
通
省
通
達

﹁
台
風
等
に
よ
る
異
常
気
象

時
下
に
お
け
る
輸
送
の
在
り

方
に
つ
い
て
﹂
を
踏
ま
え
た

内
容
を
追
加
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管

理
者
及
び
従
業
員
が
一
体
と

な
っ
て
の
取
り
組
み
の
推
進

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
徹
底
を
！

第
14
回
労
働
安
全
・

衛
生
委
員
会

　

第
14
回
労
働
安
全
・
衛
生

委
員
会
が
10
月
19
日
に
開
催

さ
れ
た
︒

　

冒
頭
に
行
わ
れ
た
役
員
選

任
で
は
︑
香
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
で
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
の
楠
木
寿
嗣

氏
を
新
委
員
長
に
︑
重
博
文

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
を
新
副
委
員
長
に
そ
れ
ぞ

れ
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
今
年
度
事
業

の
進
捗
状
況
と
し
て
︑
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
︑
②
過
労
死
等
防
止
計

画
推
進
に
係
る
各
種
指
標
︑

③
﹁
健
康
起
因
事
故
防
止
セ

ミ
ナ
ー
﹂
お
よ
び
﹁
定
期
健

康
診
断
の
有
効
活
用
と
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
の
開
催
状

況
︑
④
労
働
安
全
・
衛
生
関

係
助
成
事
業
︑
⑤
﹁
運
輸
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂

の
状
況
︑
⑥
﹁﹃
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹄
活
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ

ミ
ナ
ー
﹂
︱
︱
等
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
︒

　

⑥
に
つ
い
て
は
︑
今
年
７

月
に
全
ト
協
が
発
行
し
た
同

「
荷
物
デ
ー
タ
を
自
動
収

集
で
き
る
自
動
荷
降
ろ
し

技
術
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

早
大
シ
ス
テ
ム
競
争
力
研
究
所

　

早
稲
田
大
学
シ
ス
テ
ム
競

争
力
研
究
所
（
藁
谷
友
紀
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
︑
事

業
者
に
お
い
て
感
染
症
対
策

を
講
じ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

動
画
を
︑
来
年
３
月
末
ま
で

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
上

に
公
開
す
る
︒
合
計
60
分
の

セ
ミ
ナ
ー
動
画
を
︑
受
講
者

が
都
合
の
よ
い
時
間
に
視

聴
︒
全
編
視
聴
後
︑
ア
ン
ケ

ー
ト
に
回
答
す
る
こ
と
で
受

講
完
了
と
な
る
︒
同
Ｗ
Ｅ
Ｂ

セ
ミ
ナ
ー
は
11
月
下
旬
︑
全

ト
協
Ｈ
Ｐ
に
公
開
予
定
︒

　

そ
の
ほ
か
︑﹁
令
和
２
年

労
働
災
害
発
生
状
況
（
速

報
）﹂
や
︑国
土
交
通
省
﹁
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ
モ
デ
ル
事
業
﹂︑﹁
健

康
起
因
事
故
防
止
の
た
め
の

取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
﹂
等
に
つ
い
て
報
告
︒

現
在
実
施
中
の
同
調
査
に
つ

い
て
は
︑
11
月
13
日
㈮
ま
で

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
回
答
を
受
け
付

け
て
お
り
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
ト

長
）
で
は
現
在
︑
段
ボ
ー
ル

梱
包
荷
物
を
取
り
扱
う
事
業

者
を
対
象
に
︑
府
省
庁
連
携

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
戦
略

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）﹂
の
テ

ー
マ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る

﹁
ス
マ
ー
ト
物
流
サ
ー
ビ
ス
﹂

で
研
究
開
発
し
て
い
る
自
動

ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
特
設
バ
ナ
ー

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
の
回
答

を
呼
び
か
け
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安

全
衛
生
部
安
全
課
の
寺
島
友

子
副
主
任
中
央
産
業
安
全
専

門
官
が
﹁
高
年
齢
労
働
者
の

安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
︒

荷
降
ろ
し
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
し

て
︑
必
要
性
や
求
め
ら
れ
る

ス
ペ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は
︑
大
小
様
々

な
荷
物
を
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
自
動
荷
降
ろ
し
ロ
ボ

ッ
ト
を
開
発
し
て
い
る
︒
同

調
査
は
︑
同
技
術
の
可
能
性

に
つ
い
て
市
場
調
査
を
行
う

た
め
に
実
施
さ
れ
る
︒

　

回
答
期
間
は
11
月
13
日
㈮

ま
で
︒全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（﹁
会
員
﹂
↓
﹁
調
査
・
研

究
﹂）
よ
り
回
答
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
10
月
29
日
︑

﹁
令
和
２
年
自
動
車
関
係
功

労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
都

港
区
）
で
挙
行
し
た
︒

　

受
賞
者
数
は
２
１
４
人
で
︑

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
は
71
人
が
受
賞
︒
小

林
茂
樹
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
か
ら
受
領
代
表
の
中
原
毅

氏
（
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
︑
㈱
中
原
運
輸
代
表

取
締
役
社
長
）
へ
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
（
写
真
）︒

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
）︒

︻
経
営
者
等
（
46
人
）︼

▽
山
本
晴
夫
（
札
幌
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
理
事
︑
山
光
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

武
田
秀
一
（
武
田
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
由
利
敏

雄
（
㈱
ヤ
マ
ゲ
ン
運
輸
代
表

取
締
役
）
▽
戸
出
優
子
（
十

勝
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
道
東
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）
▽
山
本
博
巳
（
元
・
㈱

日
立
物
流
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
椎
名
幸
子
（
中
央
運

送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

秋
山
悟
（
㈱
サ
ン
キ
ュ
ー
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締

役
社
長
）
▽
山
本
文
夫
（
㈱

エ
イ
ト
カ
ワ
サ
キ
代
表
取
締

役
）
▽
篠
﨑
眞
（
㈱
興
真
運

送
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
水

野
新
吾
（
水
野
運
送
㈱
代
表

取
締
役
）
▽
鎮
目
隆
雄
（
元

・
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
深

川
支
部
副
支
部
長
︑
㈱
フ
コ

ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
波
多
野
勝
穗
（
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
墨
田
支
部
副
支

部
長
︑
㈲
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ン
東

京
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
竹

中
康
浩
（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
葛
飾
支
部
副
支
部
長
︑

㈱
竹
中
興
運
代
表
取
締
役
）

▽
藤
木
幸
二
（
藤
木
陸
運
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
青
山

定
雄
（
㈱
野
村
運
送
代
表
取

締
役
）
▽
川
手
義
昭
（
群
馬

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
高
崎
支
部

副
支
部
長
︑
元
・
群
馬
小
型

運
送
㈱
取
締
役
会
長
）
▽
伊

藤
和
夫
（
㈲
伊
藤
運
送
店
代

表
取
締
役
）▽
川
又
友
一（
元

・
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
常

陸
那
珂
支
部
支
部
長
︑
㈱
川

友
取
締
役
会
長
）
▽
平
山
政

次
（
㈲
平
伸
運
輸
代
表
取
締

役
）
▽
青
木
芳
光
（
元
・
栃

木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
足
利
支

部
副
支
部
長
︑
㈲
青
木
運
輸

代
表
取
締
役
）
▽
石
川
勝
志

（
甲
菱
運
輸
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
渡
辺
喜
彦
（
マ
ル

ソ
ー
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
瀧
川
光
明
（
瀧
の
川
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
）
▽
青
木
均

（
東
山
物
流
㈱
取
締
役
会

長
）
▽
広
瀬
真
人
（
岐
阜
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
中

部
急
送
㈱
取
締
役
会
長
）
▽

𠮷
野
正
則
（
静
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
理
事
︑
㈱
ヨ
シ
ノ
ロ

ジ
コ
代
表
取
締
役
会
長
）
▽

西
野
衛
（
元
・
三
重
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
︑
㈱
西
野
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
瀧
ケ
花

洋
子
（
瀧
ケ
花
運
送
㈱
代
表

取
締
役
会
長
）
▽
岡
島
和
憲

（
㈱
エ
フ
ワ
イ
代
表
取
締
役

会
長
）
▽
中
原
毅
（
大
阪
府

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
㈱

中
原
運
輸
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
村
尾
憲
三
（
元
・
京

都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
︑

舞
鶴
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）
▽
森
本
好
美
（
㈱
森
本

毎
乳
舎
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
溝
口
昭
夫
（
日
新
自
動
車

運
送
㈱
代
表
取
締
役
）
▽
碓

永
良
三
（
碓
永
自
動
車
㈱
代

表
取
締
役
）▽
松
井
信
五（
全

国
霊
柩
自
動
車
協
会
副
会

長
︑
㈱
公
益
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
代
表
取
締
役
）
▽
井
上

健
次
（
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
松
永
支
部
支
部
長
︑
㈲
福

松
運
輸
代
表
取
締
役
）
▽
加

藤
晴
彦
（
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
尾
道
支
部
副
支
部
長
︑

み
な
と
海
運
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
赤
田
博
文
（
岡
山

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑

㈱
赤
田
運
輸
産
業
代
表
取
締

役
会
長
）
▽
金
子
正
己
（
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宇
部
支

部
理
事
︑
金
子
運
送
㈲
代
表

取
締
役
）
▽
山
本
正
喜
（
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
山
口
支

部
支
部
長
︑
フ
タ
バ
運
送
㈲

取
締
役
社
長
）
▽
佐
野
秀
夫

（
四
国
高
速
運
輸
㈱
代
表
取

締
役
会
長
）
▽
塩
田
學
（
香

川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
林
田
物
流
㈱
代
表
取
締

役
会
長
）▽
川
端
満
喜
男（
元

・
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理

事
︑
㈲
川
端
屋
運
送
代
表
取

締
役
）
▽
石
井
浅
次
（
㈲
石

井
建
設
代
表
取
締
役
）
▽
松

本
徹
也
（
志
柿
運
送
㈱
代
表

取
締
役
）
▽
野
中
秋
芳
（
宮

崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
専
務
理

事
）

︻
運
転
者
（
25
人
）︼

▽
小
畑
進
一（
守
屋
運
輸
㈱
）

▽
瀬
戸
和
博
（
ト
ー
ブ
サ
ー

ビ
ス
㈱
）
▽
大
西
勇
司
（
北

斗
シ
ス
テ
ム
輸
送
㈱
）
▽
田

中
務（
吉
川
自
動
車
運
送
㈱
）

▽
武
藤
武
史
（
寿
運
輸
倉
庫

㈱
）
▽
井
川
隆
（
太
田
運
輸

㈱
）
▽
向
田
政
信
（
三
共
運

送
㈱
）
▽
藤
巻
孝
（
甲
菱
運

輸
㈱
）
▽
杉
野
文
敏
（
㈱
杉

野
商
店
）
▽
中
井
重
寿
（
日

本
郵
便
輸
送
㈱
）
▽
種
村
直

樹
（
桑
栄
運
輸
㈱
）
▽
𠮷
本

良
一
（
北
陽
運
輸
機
設
㈱
）

▽
速
水
強
（
太
陽
運
輸
㈱
）

▽
谷
口
達
也
（
阪
和
郵
便
輸

送
㈱
）
▽
山
本
清
（
瀬
川
工

業
運
輸
㈱
）▽
能
城

孝（
㈱

請
川
運
送
）▽
白
樫
裕
司（
岩

崎
運
送
㈱
）
▽
南
垣
内
一
也

（
根
岸
運
送
㈱
）
▽
和
田
淳

（
関
西
名
鉄
運
輸
㈱
）
▽
矢

野
実
（
丸
肥
運
送
㈱
）
▽
立

石
伸
治
（
㈱
ヨ
シ
ダ
商
事
運

輸
）
▽
板
倉
武
義
（
福
山
通

運
㈱
）
▽
中
村
高
志
（
甘
木

合
同
運
輸
㈱
）
▽
佐
藤
晋
一

郎
（
桃
山
運
送
㈲
）
▽
海
野

英
昭（
熊
交
エ
ク
ス
プ
レ
ス
㈱
）

ト
ラ
ッ
ク
関
係
71
人
が
受
賞

令
和
２
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

１
０
０
万
円
以
上
の
割

増
賃
金
の
遡
及
支
払
を

行
っ
た
企
業
が
１
６
０
０

社
あ
ま
り
に

監
督
指
導
に
よ
る

賃
金
不
払
残
業
是
正
結
果

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
23

日
︑
平
成
31
年
度
・
令
和
元

年
度
の
監
督
指
導
に
よ
る
賃

金
不
払
残
業
の
是
正
結
果
に

つ
い
て
公
表
し
た
︒

　

労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る

監
督
指
導
の
結
果
︑
平
成
31

年
度
・
令
和
元
年
度
に
︑
不

払
だ
っ
た
割
増
賃
金
が
支
払

わ
れ
た
も
の
の
う
ち
︑
支
払

額
が
１
企
業
で
合
計
１
０
０

万
円
以
上
と
な
っ
た
事
例
を

と
り
ま
と
め
た
結
果
︑
是
正

企
業
数
は
１
６
１
１
企
業（
前

年
度
比
１
５
７
企
業
の
減
）

と
な
っ
た
︒
ま
た
業
種
別
で

み
る
と
︑
運
輸
交
通
業
は
１

１
９
企
業
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
１
企
業
あ
た
り
の

支
払
わ
れ
た
割
増
賃
金
額
の

平
均
額
は
６
１
１
万
円
︑
労

働
者
１
人
あ
た
り
の
支
払
わ

れ
た
割
増
賃
金
額
の
平
均
額

は
13
万
円
と
な
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
引
き
続
き
︑

賃
金
不
払
残
業
の
解
消
に
向

け
︑
監
督
指
導
を
徹
底
し
て

い
く
と
し
て
い
る
︒

 

高
速
道
路
の
所
要
時
間
情

報
の
精
度
を
向
上

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
10
月

28
日
︑
高
速
道
路
の
情
報
板

（
写
真
）
な
ど
で
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
所
要
時
間
情
報
の

提
供
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
︒

　

同
デ
ー
タ
を
用
い
た
場

合
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器

を
搭
載
し
た
車
両
の
位
置
や

速
度
な
ど
の
走
行
デ
ー
タ
が

２
０
０
㍍
間
隔
で
自
動
的
に

蓄
積
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
︑
従
来
に
比
べ
て
よ
り
き

め
細
や
か
な
速
度
変
化
の
情

報
を
反
映
し
た
所
要
時
間
の

算
出
が
可
能
と
な
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑
同
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

情
報
提
供
を
首
都
圏
か
ら
開

始
し
︑
順
次
管
内
全
域
へ
展

開
し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

（
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
４
日

・
第
４
回
施
設
事
業
委
員
会

▽
11
月
10
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
回
総
務
委
員
会

▽
11
月
16
日

・
青
年
部
会
第
２
回
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
11
月
18
日

・
第
51
回
物
流
政
策
委
員
会

第14回労働安全・衛生委員会（10月19日、全ト協）

厚生労働省委託事業
「勤務間インターバル制度導入促進「勤務間インターバル制度導入促進

シンポジウム（オンライン）」を開催シンポジウム（オンライン）」を開催

　本シンポジウムでは、平成 31 年４月から企業の努力義務
となっている勤務間インターバル制度について、その重要性
や企業が取り組むことによるメリット、取り組みを進めるための
ポイントについて、先進事例とともに解説します。

■日時：令和２年 11 月27日㈮　13:30 〜 16:00
■実施方法：オンライン開催（事前登録制）
■参加費：無料

　申込方法などの詳細は、全日本トラック協会ホームページ
に掲載されている同シンポジウムパンフレットをご覧ください。
　また、厚労省「働き方・休み方改善ポータルサイト」から
も申し込み可能です。

情報板による所要時間情報の提供例

小
林
国
交
大
臣
政
務
官
よ
り
表
彰
状

を
受
領
す
る
中
原
氏
㊧

11
月
16
日
か
ら　
　
　
　
　
　
　

「
正
し
い
運
転・明
る
い
輸
送
運
動
」

来
年
１
月
10
日
ま
で

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

※本製品は「医療機器」のため「注意喚起シート」「取扱説明書」を
　必ずご一読してからのご使用をお願いいたします。

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ご
質
問
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
︑
就
業
規
則
に
一
定
期
間
の
無

断
欠
勤
が
続
い
た
場
合
の
自
然
退
職

規
定
を
設
け
て
い
な
い
限
り
︑
通
常

の
解
雇
手
続
を
と
る
し
か
あ
り
ま
せ

　
弊
社
で
は
先
日
、
無
断
欠
勤
が

多
く
、
業
務
命
令
に
も
違
反
す
る

こ
と
の
多
い
労
働
者
一
人
を
解
雇

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
者
が
突
然
無
断
欠

勤
の
ま
ま
出
社
し
な
く
な
り
、
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ど
う
も
す

で
に
ほ
か
の
会
社
に
就
職
し
た
よ

う
で
す
が
、
本
人
は
す
で
に
ア
パ

ー
ト
を
引
き
払
っ
て
お
り
、
確
認

の
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
お
尋
ね
し
た
い
の
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
や
は
り

通
常
の
解
雇
の
手
続
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。

 第213回 

無断欠勤のまま出社し
なくなった者の解雇は

ん
が
︑
実
際
に
そ
こ
ま
で
就
業
規
則

で
定
め
て
い
る
事
業
場
は
あ
ま
り
な

い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
︒
そ
こ
で
︑

解
雇
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑

労
働
基
準
法
第
20
条
第
１
項
は
︑
少

な
く
と
も
30
日
前
の
解
雇
予
告
ま
た

は
30
日
分
以
上
の
解
雇
予
告
手
当

（
平
均
賃
金
）
の
支
払
い
を
使
用
者

に
義
務
付
け
て
お
り
︑こ
れ
を
怠
れ
ば
︑

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
（
同
法
第
１
１
９
条
）︒

　

こ
の
た
め
︑
解
雇
の
取
扱
い
に
は

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で

す
が
︑
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
で
は
︑
使

用
者
側
が
解
雇
通
告
を
し
よ
う
と
し

た
矢
先
の
出
来
事
で
︑
無
断
欠
勤
が

続
い
た
ま
ま
︑
労
働
者
か
ら
の
退
職

の
意
思
表
示
も
な
い
と
い
う
中
途
半

端
な
状
態
で
す
︒
一
応
︑
同
項
た
だ

し
書
で
は
﹁
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ

き
事
由
に
基
づ
い
て
解
雇
す
る
場
合
﹂

は
﹁
こ
の
限
り
で
な
い
﹂
と
し
て
い

ま
す
が
︑
労
働
基
準
監
督
署
の
認
定

を
条
件
と
し
て
お
り（
同
条
第
３
項
）︑

仮
に
こ
の
方
法
を
と
る
と
し
て
も
︑

そ
の
後
の
本
人
へ
の
解
雇
の
意
思
表

示
を
含
め
︑
か
な
り
面
倒
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
何
か
他
に
よ
い
方
法

が
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
古
い
も
の

で
す
が
︑
厚
生
労
働
省
の
解
釈
例
規

に
︑
同
様
の
ケ
ー
ス
で
︑
双
方
の
意

思
表
示
が
な
く
て
も
事
実
上
労
働
契

約
が
消
滅
し
た
と
判
断
さ
れ
た
事
例

が
あ
り
ま
す
の
で
︑
そ
れ
が
参
考
に

な
る
で
し
ょ
う
︒

　

か
つ
て
炭
鉱
労
働
者
の
間
で
は
︑

無
断
で
鉱
山
を
退
山
す
る
者
が
お
り
︑

そ
の
場
合
︑
使
用
者
側
は
労
基
法
第

20
条
第
３
項
の
手
続
を
と
ら
ず
に
︑

民
法
第
６
２
７
条
（
期
間
の
定
め
の

な
い
雇
用
の
解
約
の
申
入
れ
）に
よ
り
︑

無
断
退
山
を
労
働
契
約
解
約
の
黙
示

の
意
思
表
示
と
解
釈
し
て
︑
退
山
後

２
週
間
経
過
し
た
の
ち
除
籍
す
る
と

い
う
の
が
通
例
で
し
た
︒
当
時
︑
こ

う
し
た
取
扱
い
の
可
否
を
問
う
疑
義

に
対
し
︑
同
省
は
﹁（
労
基
）
法
第

20
条
の
規
定
は
使
用
者
側
よ
り
す
る

解
雇
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
て
︑

労
働
者
側
よ
り
す
る
退
職
に
つ
い
て

は
就
業
規
則
そ
の
他
に
別
段
の
定
め

の
な
い
場
合
に
は
民
法
の
原
則
に
よ

る
︒
従
っ
て
無
断
退
山
が
明
ら
か
に

労
働
者
の
解
約
申
入
の
意
思
表
示
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
限
り
︑
見

解
の
通
り
取
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
﹂

（
昭
和
23
年
３
月
基
発
第
５
１
３
号
）

と
の
回
答
を
示
し
て
い
ま
す
︒

　

ご
質
問
の
ケ
ー
ス
を
︑
こ
の
解
釈

例
規
に
沿
っ
て
判
断
す
る
と
︑
解
雇

す
る
予
定
の
労
働
者
が
無
断
欠
勤
の

ま
ま
出
社
し
な
く
な
っ
た
時
点
で
︑

労
働
者
か
ら
退
職
の
意
思
表
示
が
あ

っ
た
も
の
と
判
断
し
︑
２
週
間
後
に

退
職
と
し
て
取
扱
う
と
い
う
こ
と
で

か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
︒し
た
が
っ
て
︑

解
雇
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
︑
当
然

解
雇
予
告
等
の
手
続
も
不
要
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

Ａ�

退
職
の
意
思
表
示
と
判
断
、

２
週
間
後
退
職
扱
い
に 

　

ト
ラ
ッ
ク
が

工
場
か
ら
出
荷

さ
れ
る
時
に
装

着
さ
れ
て
い
る

タ
イ
ヤ
を
﹁
新

車
用
タ
イ
ヤ
﹂
と
呼
び
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
新

車
の
ト
ラ
ッ
ク
を
組
み
立
て
る
時
に
セ
ッ
ト
さ

れ
る
タ
イ
ヤ
で
す
︒

　

乗
用
車
に
も
新
車
用
タ
イ
ヤ
は
存
在
し
ま

す
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
装
着
さ
れ
る
新
車
用
タ

イ
ヤ
の
場
合
︑
縦
溝
の
リ
ブ
タ
イ
プ
が
主
流

で
︑
タ
イ
ヤ
の
溝
が
浅
い
た
め
︑
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
は
こ
れ
ま
で
厳
し
い
評
価
を
受
け
て
き

ま
し
た
︒

　
﹁
ゴ
ム
の
消
耗
が
早
く
︑
タ
イ
ヤ
の
側
面
が

軟
ら
か
い
の
で
︑
走
行
中
に
車
両
が
ふ
わ
ふ

わ
揺
れ
る
﹂︑　
﹁
タ
イ
ヤ
の
溝
が
半
分
以
下
に

で
き
ま
す
︒

　

そ
う
で
あ
れ
ば
︑
新
車
用
は

不
要
で
な
い
か
と
考
え
る
わ
け
で
す
が
︑﹁
特
殊

な
使
い
道
﹂
が
あ
る
た
め
︑
現
在
も
生
産
・
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

25
ｔ
車
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
を
例
に
と
る
と
︑

後
輪
に
装
着
さ
れ
る
の
は
︑﹁
11
Ｒ
22
・
５ 

16

Ｐ
﹂
と
い
う
サ
イ
ズ
で
す
︒
こ
の
サ
イ
ズ
の
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
１
本
の
重
量
は
約
60
㎏
︒
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
で
あ
れ
ば
︑溝
が
さ
ら
に
深
い
た
め
︑

１
本
約
70
㎏
で
す
︒
し
か
し
︑新
車
用
の
中
に
は
︑

１
本
30
㎏
台
の
﹁
超
軽
量
リ
ブ
タ
イ
ヤ
﹂
も
存

在
し
ま
す
︒

　

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
と
の
重
量
差
は
︑
１

本
20
㎏
以
上
︒
超
軽
量
リ
ブ
タ
イ
ヤ
を
10
本
装

着
す
れ
ば
︑
２
０
０
㎏
の
軽
量
化
が
可
能
に
な

り
︑そ
の
分
を
最
大
積
載
量
に
転
嫁
で
き
ま
す
︒

　

最
大
積
載
量
が
向
上
す
れ
ば
︑
１
回
の
輸
送

量
が
増
え
︑
輸
送
効
率
面
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま

な
っ
た
ら
︑
雨
の
日
は
滑
り
や
す
く
て
運
転
に

気
を
遣
う
﹂︒
こ
う
し
た
苦
情
が
多
く
︑
そ
の
た

び
に
﹁
新
車
用
タ
イ
ヤ
の
製
造
コ
ス
ト
は
限
ら

れ
て
い
る
の
で
︑
走
行
の
安
全
に
必
要
な
最
低

限
の
性
能
し
か
備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
特
に
﹃
急

が
付
く
運
転
﹄
を
す
る
と
︑
ゴ
ム
が
す
ぐ
摩
耗

し
ま
す
﹂
と
い
う
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
︒

　

ユ
ー
ザ
ー
視
点
で
考
え
れ
ば
︑
新
車
だ
か
ら

こ
そ
︑
性
能
の
よ
い
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
い
は
ず

で
︑
ニ
ー
ズ
か
ら
は
ズ
レ
て
い
る
気
が
し
ま
す
︒

　

新
車
用
を
使
い
切
っ
た
後
は
︑
通
常
の
場
合

﹁
市
販
用
タ
イ
ヤ
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
切
り

替
え
ま
す
︒
こ
の
市
販
用
は
︑
あ
ら
ゆ
る
面
で

新
車
用
よ
り
高
性
能
で
す
︒
特
に
︑
雪
道
で
使

え
る
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
プ
の
市
販
用
（
通
称

﹁
ミ
ッ
ク
ス
﹂）
を
新
車
時
か
ら
装
着
す
れ
ば
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
経
験
が
浅
い
方
も
安
心
し
て
運
転

れ
ま
す
︒

　

生
産
性
向
上
の
た
め
に
︑
最
低
限
の
安
全
性

能
し
か
備
わ
っ
て
い
な
い
超
軽
量
リ
ブ
タ
イ
ヤ
を

装
着
す
る
の
は
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
輸

送
効
率
が
一
時
的
に
向
上
し
た
と
し
て
も
︑
タ

イ
ヤ
の
寿
命
が
大
幅
に
短
く
︑
さ
ら
に
雨
の
日

は
安
全
面
に
不
安
が
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
廃
棄
処
理
さ
れ
る
タ
イ

ヤ
も
増
え
ま
す
︒

　

実
は
︑
こ
の
新
車
用
は
︑
日

本
に
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
︒
海

外
で
は
︑
新
車
時
か
ら
市
販
用

が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

前
回
（
９
月
１
日
号
）
の
当

コ
ラ
ム
で
紹
介
し
ま
し
た
が
︑

英
国
に
な
ら
い
︑
も
し
日
本
で
も

﹁
タ
イ
ヤ
10
年
法
（
理
想
は
タ

イ
ヤ
７
年
法
）﹂
を
導
入
す
る
と

し
た
ら
︑
ま
ず
は
こ
う
し
た
日

本
特
有
の
新
車
用
タ
イ
ヤ
の
存

在
な
ど
︑
商
習
慣
も
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

第
1１4
回 

「
軽
量
タ
イ
ヤ
の
是
非
を
問
う
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自車の前方にタクシーが走行しています。タクシー
は乗客の乗り降りの際、急減速・急停車することがあ
るため、漫然と追従していると、タクシーの急減速な
どに対応できず追突する危険があります。この場面
のように、人の往来の多い場所でタクシーに追従す
る時は、急減速・急停車を予測し、車間距離をとって
走行しましょう。

②対向車線の停止車両のそばから、スマートフォンの
画面を見ながら道路を横断しようとしている歩行者
がいます。メールや地図の確認などでスマートフォ
ンを注視している歩行者は、意識がスマートフォン
に向き、近づいてくる車に気づいていないおそれが
あります。スマートフォンを注視していたり、通話して
いる歩行者を発見した時は、自車の接近に気づいて
ないことを予測し、スピードを落として、その動静を
確認しましょう。事故の危険がある場合は、一時停止
してやり過ごしましょう。
③歩道を走行する自転車が、前方の歩行者を避けよう
として、急に車道に出てくる危険があります。自転車
が車道に出てくることを想定し、事前にスピードを
落としておきましょう。夕方の商店街は、買物客や家
路を急ぐ歩行者や車（自転車）が錯綜し、状況が刻一
刻と変わるので、少しの油断が事故に直結します。そ
のため、周囲の状況を常にしっかり確認しながら慎

①乗客の乗り降りのために急減速・急停止したタク
シーに追突する（図１）。

②スマートフォンの画面を見ながら道路を横断して
きた歩行者と衝突する（図2）。

③歩行者を避けようとした自転車が、道路に飛び出
してきて衝突する（図3）。

　あなたは買物などでにぎわう夕方の商
店街を走行しています。前方にはタクシー
が走行しています。この場面にはどのような
危険がありますか。また、危険を避けるため
にはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

図１

図２

図３

重に運転することが大切です。また、薄暮時、
特に日没後１時間後の事故が多発しています。
その時間帯は、一層気を引き締めて運転しま
しょう。

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和

２
年
度
自
動
車
環
境
総
合
改

善
対
策
費
補
助
金
（
地
域
交

通
の
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
た

次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進

事
業
）
に
関
し
て
︑
現
在
２

次
公
募
の
交
付
予
定
枠
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

募
集
を
行
っ
て
い
る
の
は
︑

事
業
Ⅱ
（
電
気
ト
ラ
ッ
ク
︑

充
電
設
備
等
の
導
入
支
援
︒

通
常
申
請
・
実
績
申
請
）
と

事
業
Ⅲ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト

ラ
ッ
ク
︑
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ

ク
等
の
導
入
支
援
︒
実
績
申

請
の
み
）︒
補
助
内
容
等
の

概
要
は
上
表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
同
補
助
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
︑
交
付
予
定

枠
申
し
込
み
後
︑
地
方
運
輸

局
長
（
沖
縄
総
合
事
務
局
長

を
含
む
）
か
ら
内
定
通
知
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
︒

　

交
付
予
定
枠
の
申
込
期
間

は
︑
11
月
30
日
㈪
ま
で
︒
詳

細
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

11
月
は
﹁
過
労
死
等
防

止
啓
発
月
間
﹂

「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
も
同
時
展
開

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月

を
﹁
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
﹂
と
定
め
︑
そ
の
一
環
と

し
て
﹁
過
重
労
働
解
消
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

同
月
間
中
は
︑
国
民
へ
の

周
知
・
啓
発
を
目
的
に
︑各
都

道
府
県
に
お
い
て
﹁
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
﹂
を
行
う
ほ
か
︑﹁
過
重

労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂と

し
て
︑長
時
間
労
働
の
是
正

や
賃
金
不
払
残
業
な
ど
の
解

消
に
向
け
た
重
点
的
な
監
督

指
導
や
︑一
般
か
ら
の
労
働
に

関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け

付
け
る
﹁
過
重
労
働
解
消
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
﹂な
ど
を
行
う
︒

　

詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
︑
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

特
設
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
︒

 

令
和
２
・
３
年
度
新
卒
者
等

の
採
用
維
持
・
促
進
を
経

済
団
体
に
呼
び
か
け

田
村
厚
労
大
臣
ら
が
連
名
で

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
27

日
︑
新
卒
者
等
の
採
用
維
持

・
促
進
に
向
け
て
︑
田
村
憲

久
厚
生
労
働
大
臣
︑
坂
本
哲

志
一
億
総
活
躍
担
当
大
臣
︑

萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大

臣
︑
長
坂
康
正
経
済
産
業
副

大
臣
の
連
名
で
︑
日
本
経
済

団
体
連
合
会
や
日
本
商
工
会

議
所
な
ど
の
経
済
団
体
に
対

し
て
協
力
要
請
を
行
っ
た
︒

　

令
和
２
年
度
卒
業
・
修
了

予
定
者
等
に
つ
い
て
は
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
︑
今
年
３
月

以
降
の
企
業
説
明
会
の
延
期

・
中
止
や
一
部
の
企
業
に
よ

る
採
用
選
考
活
動
の
取
り
や

め
な
ど
︑
学
生
の
就
職
活
動

へ
の
影
響
が
生
じ
て
い
る
︒

　

そ
の
た
め
政
府
で
は
︑
多

様
な
通
信
手
段
を
活
用
し
た

面
接
・
試
験
の
実
施
︑
柔
軟

な
採
用
選
考
日
程
の
設
定
に

よ
る
一
層
の
募
集
機
会
の
提

供
な
ど
︑
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
採
用
活
動
の
実
施

を
要
請
し
て
い
る
︒

 

﹁
自
動
車
事
故
対
策
費
補

助
金
﹂
申
請
受
付
を
開
始

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

先
進
的
な
取
組
等
を
支
援

　

国
土
交
通
省
は
10
月
29

日
︑
自
動
車
事
故
対
策
費
補

助
金
の
申
請
受
付
を
開
始
し

た
︒
こ
れ
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安
全

自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
や
運
行

管
理
の
高
度
化
に
資
す
る
機

器
の
導
入
等
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

も
の
︒

　

実
施
す
る
事
業
は
︑
①
Ａ

Ｓ
Ｖ
の
導
入
に
対
す
る
支

援
︑
②
運
行
管
理
の
高
度
化

に
対
す
る
支
援
︑
③
過
労
運

転
防
止
の
た
め
の
先
進
的
な

取
組
に
対
す
る
支
援
︑
④
社

内
安
全
教
育
の
実
施
に
対
す

る
支
援
︱
︱
の
４
事
業
︒

　

各
事
業
の
概
要
は
下
表
の

通
り
︒
補
助
事
業
の
交
付
申

請
受
付
場
所
は
︑
最
寄
り
の

各
地
方
運
輸
局
︑
運
輸
支
局

等
と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑

申
請
受
付
期
間
中
に
申
請
総

額
が
予
算
額
に
達
す
る
場
合

は
︑
申
請
受
付
期
間
で
あ
っ

て
も
申
請
受
付
を
終
了
す
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

﹁
飲
酒
運
転
等
悪
質
運
転

対
策
﹂
な
ど
次
期
総
合
安

全
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
言
及

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
「
第
15
回
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
10

月
20
日
︑
第
15
回
﹁
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

濱
隆
司
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
理
事

長
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ

と
国
土
交
通
省
の
江
坂
行
弘

自
動
車
局
次
長
に
よ
る
来
賓

あ
い
さ
つ
の
後
︑
基
調
講
演

を
実
施
︒
国
交
省
の
石
田
勝

利
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長

に
よ
る
基
調
講
演
﹁
事
業
用

自
動
車
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
﹂（
写
真
㊧
）
で
は
︑
交

通
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
上
で
︑
①

健
康
起
因
事
故
の
防
止
︑
②

飲
酒
運
転
の
防
止
︱
︱
に
つ

い
て
︑
近
年
の
事
故
事
例
と

そ
れ
を
受
け
て
の
国
交
省
の

取
り
組
み
を
紹
介
︒
ま
た
︑

今
年
度
で
計
画
期
間
の
最
終

年
を
迎
え
る
﹁
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

０
﹂
に
代
わ
る
次
期
プ
ラ
ン

に
関
し
て
︑
①
飲
酒
運
転
等

悪
質
運
転
対
策
（
飲
酒
運
転

や
悪
質
運
転
等
の
根
絶
対
策

等
）︑②
運
行
管
理
の
高
度
化

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た

点
呼
に
よ
る
運
行
管
理
の
安

全
性
の
向
上
等
）︑
③
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
対
策
（
高
齢
運
転
者

対
策
等
）
︱
︱
に
関
し
て
︑

特
に
重
点
的
に
検
討
を
行
う

方
針
を
示
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
国
交
省
の
藤
田

礼
子
大
臣
官
房
運
輸
安
全
監

理
官
に
よ
る
基
調
講
演
﹁
自

然
災
害
対
応
へ
の
運
輸
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
用
に
つ
い

て
﹂
で
は
︑
今
年
７
月
に
策

定
さ
れ
た
﹁
運
輸
防
災
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
指
針
﹂
の
取
り
組

み
の
進
め
方
に
つ
い
て
紹
介

（
関
連
６
面
）︒
併
せ
て
︑

国
交
省
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

つ
い
て
も
紹
介
し
た
︒

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
事
業
者

に
よ
る
取
組
事
例
報
告
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
し
て
︑
㈱
日
立
物
流
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
最
新
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｖ

（Sm
art &

 Safety 
Connected Vehicle

）
の

開
発
・
導
入
と
︑
そ
の
効
果

な
ど
に
つ
い
て
の
発
表
が
行

わ
れ
た
︒

表　令和 2 年度「自動車環境総合改善対策費補助金」2 次公募概要
事業Ⅱ（電気トラック、充電設備等の導入支援） 事業Ⅲ（ハイブリッドトラック、

天然ガストラック等の導入支援）
通常申請 実績申請 実績申請

補助対象者 運送事業者等 運送事業者等 運送事業者等

補助内容 車両本体価格の 4 分の 1。電気自動車用充電設備等の 4 分の
1（工事費は実額［上限あり］）

通常車両価格との差額の
3 分の 1

申請対象
車両

令和 3 年 1 月 13 日から 3 月 31 日
までの間に新車新規登録（使用過程
車を補助対象車両に改造する場合は
自動車検査証を交付）されるもの

原則として、2 年 4 月 1 日から 2 年 12 月 31 日までの
間に新車新規登録（使用過程車を補助対象車両に改造し
た場合は自動車検査証を交付）されたもの

申請受付
期間 2 年 12 月 15 日〜 3 年 1 月 12 日 登録された日から 30 日を経過した日まで（2 年 12 月

15 日までに登録されたものは、3 年 1 月 14 日まで）

次
世
代
自
動
車
等
へ
の　
　
　

　
　
　
　
　
導
入
補
助
を
実
施

「
自
動
車
環
境
総
合
改
善
対
策
費
」２
次
公
募

国交省　令和 2 年度   事故防止対策支援推進事業概要⼀覧

①先進安全自動車
（ASV）の導入に

対する支援

予　算 事故防止対策支援推進事業総予算：8.74 億円の内数

対象機器・装置

①衝突被害軽減ブレーキ（車両総重量 3.5t 超 20t 以下のトラックへ装着されるもの）
② ふらつき注意喚起装置、車線逸脱警報装置、車線維持支援制御装置（車両総重量

3.5t 超 22t 以下のトラック［13t 超トラクタ含む］へ装着されるもの）
③車両安定性制御装置（車両総重量 3.5t 超 20t 以下のトラックへ装着されるもの）
④先進ライト（車両総重量 3.5t 超のトラック［13t 超トラクタ含む］へ装着されるもの）
⑤側方衝突警報装置（車両総重量 3.5t 超のトラック）

助成金額
取得費用の 1/2 （１車両当たり上限・①③ 10 万円、②５万円、④１０万円、⑤５万円
①〜⑤合わせて１５万円）
②の装置のうち、同⼀車両に複数装置を装着する場合は、最も金額の高い装置に対
してのみ補助

申請期間 ２年１０月２９日〜３年１月２９日（２年４月１日以降に購入（新車新規登録）した車両が対象）

その他条件等
中⼩企業者（資本金３億円以下⼜は従業員３００⼈以下）
過去３年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けていないこと
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援」

②運行管理の
高度化に対する

支援

予　算 事故防止対策支援推進事業総予算：８．７４億円の内数

対象機器 ･ 装置 ①国⼟交通⼤⾂が認定したデジタル式運行記録計 
②          〃          　　　 映像記録型ドライブレコーダー

助成金額

①デジタル式運行記録計
車載器本体   1/3（１台あたり上限３万円） 事業所用機器 1/3（１台あたり上限 10 万円）
②ドライブレコーダー
車載器本体   1/3（１台あたり上限２万円）事業所用機器 1/3（１台あたり上限３万円）
１事業者あたり上限：８０万円
①②同時購入の場合、１台あたり上限：車載器５万円、事業所用機器１３万円

申請期間 ２年１０月２９日〜１２月１８日（２年４月１日以降導入機器が対象）

その他条件等
中⼩企業者（資本金３億円以下⼜は従業員３００⼈以下）
過去３年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けていないこと
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「運行管理の高度化に対する支援」

③過労運転防止の
ための先進的な取り
組みに対する支援

予　算 事故防止対策支援推進事業総予算：８．７４億円の内数

対象機器 ･ 装置

国⼟交通⼤⾂が認定した次の機器
① ITを活用した遠隔地における点呼機器
②運行中における運転者の疲労状態を測定する機器
③休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
④運行中の運行管理機器

助成金額 取得費用の 1/2  （１事業者あたり上限：８０万円）
※⼀部の機器に１台あたりの上限あり

申請期間 ２年１０月２９日〜１２月１８日（２年４月１日以降導入機器が対象）

その他条件等
中⼩企業者（資本金３億円以下⼜は従業員３００⼈以下）
過去３年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けていないこと 
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「過労運転防止のための先進的な取組に対する支援」

④社内安全教育の
実施に対する支援

予　算 事故防止対策支援推進事業総予算：８．７４億円の内数

対  象 国⼟交通⼤⾂の認定を受けている、事故防止コンサルティング

助成金額 費用の 1/3  （１事業者あたり上限１００万円）

申請期間 ２年１０月２９日〜１１月２０日

その他条件
中⼩企業者（資本金３億円以下⼜は従業員３００⼈以下）
過去３年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けていないこと
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「社内安全教育の実施に対する支援」

※申請に関する詳細については、国交省ホームページを参照のこと。

石田勝利国交省自動車局安全政策課長に
よる基調講演「事業用自動車の安全対策に
ついて」（10月20日、東京国際フォーラム）
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　近年は12月～１月に予想を超える大雪となるケースが増えており、この時期からの適切な雪道対策が求められます。
もし、交通事故やスリップ、大雪等でトラックが立ち往生してしまうと、周辺道路の大渋滞を招きます。降雪地域を
運行するドライバーは、タイヤチェーンを必ず携行し、装着の必要がある場合には早めにチェーンを装着することが
大切です。
　そこで本シリーズでは、全日本トラック協会制作の「日常点検」および「雪道対策」解説 DVDをも
とに、車両の点検のポイントについて説明していきます。今回は、「チェーン装着」について紹介します。
　なお、同 DVDは全ト協ホームページ（右 QRコード）から視聴可能です。

⑱

⑥

⑤

④

⑰

③

②

①

⑯

⑭

⑬

⑫

⑪

⑩

⑨

⑮

❖ タイヤにかぶせる
❖タイヤチェーンの仮止め③

❖フックの掛け方①

❖フックの掛け方②

❖タイヤチェーンの掛け直し①

❖タイヤチェーンの仮止め①

❖ タイヤチェーンの仮止め② ❖バンドを用いての固定②

❖ コマが余った場合には

タイヤチェーンの奥を持って、タイヤにかぶせます。タイヤチ
ェーンの長さは左右均等に、また、タイヤチェーンはタイヤに
しっかりとかぶさるようにします（写真①）。

タイヤ内側・外側のタイヤチェーンも、同じように仮止めしま
す（写真⑨）。

❖タイヤチェーンの掛け直し
❖タイヤチェーンの掛け直し②

❖タイヤチェーンの掛け直し③

❖バンドを用いての固定①

❖バンドを用いての固定②

❖バンドを用いての固定①

❖装着状況の確認

タイヤ内側と外側のタイヤチェーンを固定し直します。一度
フックを外してから、しっかりと固定し直しましょう（写真④）。

タイヤとタイヤの間のタイヤチェーンを固定し直します。一度
フックを外してから、しっかりと固定し直しましょう（写真⑬）。

タイヤ内側のタイヤチェーンを仮止めします。この時、タイヤ
チェーン装着用の金具（矢印）を使うと便利です。引き出
したタイヤチェーンの一端を、もう一方のフックに引っ掛けて、
仮止めします。仮止めでもタイヤチェーンが外れないようにし
っかりと固定します（写真②）。

フックは、タイヤチェーンのコマに通して回転させ、フックのス
トッパーを通し、ストッパーに引っ掛けて固定します（写真⑩）。

タイヤ外側のタイヤチェーンを、バンドで固定します。バンド
のフックをタイヤチェーンのコマに引っ掛けます。フックは外
側を向くようにしてください（写真⑤矢印）。

続いて内側、最後に外側のタイヤチェーンを固定し直しま
す。一度フックを外してから、しっかりと固定し直しましょう（写
真⑭）。

タイヤ外側のタイヤチェーンも、同じように仮止めします。フッ
ク（写真③矢印）は、タイヤチェーンのコマに通して回転させ、
フックのストッパーを通し、ストッパーに引っ掛けて固定します。

タイヤチェーンをフックに引っ掛けるだけでは、タイヤチェーン
が外れて危険です。写真⑪で示したような止め方はしては
いけません。

バンドの形は正五角形になるように固定します。固定は対角
線の順番がよいでしょう（写真⑥）。

タイヤ外側のタイヤチェーンをバンドで固定します。バンドの
フックを、タイヤチェーンのコマに引っ掛けます。フックは外
側を向くようにしてください（写真⑮矢印）。

※ここでは、シングルチェーンの装着方法について、ダイジェストで紹介します。詳細は、全ト協制作「雪道対策」DVDを参照してください。

タイヤチェーンを掛け直すと、コマが余る場合があります。
その時は針金などで固定しましょう（写真⑰）。固定しないと、
タイヤチェーンがホイールに当たって傷がつきます。

次に、タイヤチェーンを固定するため、車両を少し前に移動し
ます。タイヤの3分の1から4分の1回転が目安です。車両
を移動することで、タイヤチェーンが緩みます。タイヤにタイヤ
チェーンがしっかりかぶさるように調整しましょう（写真⑫）。

チェーン装着後、おおよそ300mくらい走行してから、一度
タイヤチェーンが外れていないかを確認してください。緩ん
でいる場合は、もう一度固定し直します（写真⑱）。

バンドの形は正六角形になるように固定します。固定は対角
線の順番がよいでしょう（写真⑯）。

チェーン装着チェーン装着第
３
回
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11
ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
装
着

ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
装
着　　
事
前
に
装
着
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
！

事
前
に
装
着
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
！

⑥

⑤

⑦

④

③

①

⑧

②

まず、チェーンを駆動輪の横に並べて広げます。地面に接
する方が裏になるように並べましょう。特に、コネクターの向
き（写真①）に注意してください。向きを逆にするとホイー
ルを傷つけることがあります。

❖ コネクターの向き

❖ 半分に折りたたむ

❖ 手前のタイヤにかぶせる

続いて、重なっている上の方のタイヤチェーンを持って、
奥のタイヤにかぶせます。タイヤチェーンの長さは、左右
均等にし、またタイヤチェーンはタイヤにしっかりとかぶさ
るようにします（写真⑤）。

❖奥のタイヤにかぶせる

❖タイヤチェーンの仮止め①

❖タイヤチェーンの仮止め②

❖仮止めに向けての位置調整❖ねじれの確認

タイヤチェーンを広げたら、ねじれがないかを確認します。
ねじれている場合は直しましょう（写真②）。

チェーンをかぶせながら、タイヤチェーンの両端を固定できる
ように位置を調整します（写真⑥）。

タイヤチェーンの手前を持ち、タイヤチェーンを半分に折りたたみ
ます（写真③）。重ねる方のタイヤチェーンがバラバラにならない
ように整えましょう。

まず、ダブルタイヤの間のタイヤチェーンの一端を引き出しま
す。この時、タイヤチェーン装着用の金具（写真⑦矢印）
を使うと便利です。

タイヤチェーンの手前を持って、タイヤにかぶせます。持っ
ている方のタイヤチェーンが、タイヤとタイヤの間にくるように
かぶせましょう（写真④）。

※ タイヤチェーンの装着方法について、ここでは「トリプルチェーン」を中心に紹介します。なお、「シングルチェーン」の装着で留意すべきこと
については、別項で紹介します。

ダブルタイヤの間の引き出したタイヤチェーンの一端を、もう
一方のフックに引っ掛けて仮止めします（写真⑧）。

タイヤチェーン装着時の注意タイヤチェーン装着時の注意

①事前に確認を！

　必ずタイヤのサイズにあったものを選び、説明書に従い事前に装着の練
習をしておくと、実際の冬道での装着時にスムーズに作業ができます。

②確実な装着と十分な点検の実施を！

　チェーンの緩み、ゴムバンド等のフックへの掛け忘れはチェーン脱落の
原因となります。また、チェーンの摩耗・損傷はチェーン切れの原因とな
ります。

③出発前に装着の練習を！

　チェーンは、突然雪が降ってもあわてないように、寒い中でスムーズに
作業をするために事前に装着の練習をしておきましょう。

国土交通省「チェーン規制Q＆A」〔
参
考
〕

大雪特別警報や大雪に対する緊急発表が行われるような場合は、チェーン規制が実施される場合
があります。チェーン規制の詳細は国土交通省ホームページ（右QRコード）をご覧ください。

写真で見る 『点検のポイント』『点検のポイント』〜全ト協制作 雪道対策DVDより〜
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海
上
保
安
庁
へ
の
救
助
要

請
︑
国
交
省
の
地
方
行
政
機

関
で
あ
る
地
方
運
輸
局
︑
地

方
整
備
局
︑地
方
航
空
局
は
︑

Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
派

遣
等
に
よ
る
被
災
地
支
援
を

要
請
す
る
こ
と
が
可
能
︒
事

業
者
か
ら
も
︑
訓
練
や
説
明

会
等
の
機
会
を
活
用
し
て
︑

国
の
関
係
機
関
に
気
軽
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た
だ
き
︑

緊
密
な
連
携
関
係
を
醸
成
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
︒

⑩ 

教
育
と
訓
練

⑴ 

自
然
災
害
の
基
本
を
習
得

す
る
教
育

・
自
然
災
害
対
応
の
研
修
・

教
育
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
︑

緻
密
で
専
門
的
で
は
な
く
︑

簡
潔
で
理
解
し
や
す
い
実
践

的
な
内
容
と
す
る
こ
と
が
必

要
︒

・
型
通
り
や
っ
て
く
る
自
然

災
害
な
ど
一
つ
も
な
く
︑
現

場
で
の
各
社
員
等
の
対
応
力

が
試
さ
れ
る
︒
発
災
時
に
役

立
つ
の
は
﹁
基
本
理
念
﹂
と

﹁
基
本
動
作
﹂︑
そ
し
て
そ

の
上
に
立
つ
﹁
柔
軟
な
応
用

力
﹂︒

・
基
本
と
な
る
心
構
え
や
手

順
は
研
修
で
習
得
し
︑
応
用

力
は
実
践
的
な
内
容
の
訓
練

に
よ
り
身
に
付
け
る
と
い
う

整
理
も
で
き
る
︒

・
研
修
等
の
教
育
は
︑
企
業

経
営
の
基
本
理
念
と
し
て
︑

防
災
と
事
業
継
続
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
を
直
接
社
員
等

に
語
り
か
け
︑
周
知
す
る
機

会
は
大
変
重
要
︒

・
教
育
に
あ
た
っ
て
は
︑
防

災
の
技
術
論
に
と
ど
ま
ら

ず
︑
基
本
理
念
を
し
っ
か
り

伝
達
し
︑
企
業
文
化
を
醸
成

す
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
意
識

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
︒

⑵ 

実
践
的
な
訓
練
と
そ
の
企

画 
・
訓
練
で
覚
え
た
こ
と
が
︑

実
践
で
役
立
つ
︒
訓
練
の
企

画
と
実
施
に
あ
た
っ
て
留
意

す
べ
き
点
は
︑表
４
の
通
り
︒

⑪ 

見
直
し
・
改
善
（
他
事
例

の
学
び
）

・
自
然
災
害
は
非
日
常
な
の

で
︑
平
素
か
ら
の
実
践
的
な

訓
練
参
加
︑
他
事
例
の
学
び

の
活
用
等
に
よ
り
︑
年
１
回

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
等

を
活
用
し
て
見
直
し
︑
改
善

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機

能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
︒

　

近
年
︑
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
中
で
︑
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動

の
維
持
に
大
き
な
役
割
を
担
う
運
輸
事
業

者
に
は
︑
発
災
時
に
お
い
て
も
で
き
る
だ
け

被
害
を
軽
減
し
︑
被
害
の
拡
大
防
止
を
図

る
と
と
も
に
︑
業
務
活
動
の
維
持
や
早
期

回
復
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
︑

運
輸
事
業
者
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

国
土
交
通
省
は
今
年
７
月
︑
運
輸
事
業

者
が
防
災
体
制
の
構
築
と
実
践
を
進
め
る

際
に
参
考
と
す
べ
き
考
え
方
を
ま
と
め
た

﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
﹂
を
策
定

し
ま
し
た
︒

　

こ
こ
で
は
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
10
月
１

日
号
に
続
き
︑
国
交
省
が
７
月
以
降
実
施
し

て
き
た
運
輸
事
業
者
に
対
す
る
説
明
会
資

料
を
基
に
︑運
輸
事
業
者
が
構
築
す
べ
き﹁
運

輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
﹂
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒な
お
︑

同
資
料
は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
を
︑
表
１
に

ま
と
め
た
︒
こ
の
内
容
を
基

に
︑
事
業
者
が
自
然
災
害
へ

の
対
応
力
を
高
め
る
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
事
柄
に
つ
い

て
︑
前
回
（
10
月
１
日
号
）

に
引
き
続
い
て
紹
介
す
る
︒

⑥
代
替
性
の
確
保

・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

﹁
代
替
性
﹂
の
確
保
に
あ
ら

か
じ
め
努
め
て
お
く
こ
と
が

重
要
︒

︻
ハ
ー
ド
面
︼

・
地
盤
の
強
さ
や
海
面
か
ら

の
高
さ
︑
が
け
崩
れ
の
お
そ

れ
等
に
つ
い
て
︑
自
治
体
公

表
資
料
等
の
情
報
か
ら
リ
ス

ク
評
価
を
行
う
こ
と
で
︑
災

害
発
生
時
で
も
機
能
を
維
持

で
き
る
業
務
拠
点
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
て
お
く
こ
と
が
可

能
︒

・
機
能
維
持
で
き
る
災
害
に

強
い
拠
点
が
︑
災
害
に
弱
い

拠
点
の
業
務
を
カ
バ
ー
す
る

よ
う
︑
あ
ら
か
じ
め
計
画
し

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
︒

・
機
能
維
持
が
可
能
な
拠
点

に
対
し
︑
防
災
の
た
め
の
優

先
投
資
を
計
画
す
る
こ
と
も

可
能
︒

︻
ソ
フ
ト
面
︼

・
被
害
が
甚
大
な
業
務
エ
リ

ア
で
は
︑
家
族
や
家
屋
の
安

全
確
保
・
救
助
・
復
旧
が
ま

ず
は
第
一
で
︑
業
務
に
人
を

就
か
せ
る
こ
と
は
困
難
︒
こ

の
場
合
︑
被
害
が
比
較
的
軽

い
地
域
か
ら
社
員
・
職
員
を

一
時
的
に
移
動
さ
せ
て
就
か

せ
る
と
い
う
想
定
も
検
討
︒

・
事
業
影
響
を
最
小
化
す
る

た
め
に
は
︑
代
わ
り
の
プ
ラ

ン
を
事
前
に
準
備
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
︒

⑦
初
動
対
応
（
表
２
、
３
）

・
事
故
に
関
し
て
は
﹁
未
然

に
防
ぐ
﹂
こ
と
に
重
点
が
あ

る
の
に
対
し
︑
自
然
災
害
に

関
し
て
は
﹁
未
然
に
防
ぐ
﹂

取
り
組
み
と
同
様
に
︑﹁
直

後
の
初
動
対
応
﹂
も
被
害
拡

大
防
止
の
た
め
に
非
常
に
重

要
︒

・
発
災
後
に
最
も
重
要
な
こ

と
は
迅
速
な
対
応
︒
時
間
が

経
て
ば
経
つ
ほ
ど
被
害
も
ダ

メ
ー
ジ
も
大
き
く
な
り
︑
事

業
の
早
期
回
復
も
困
難
に
な

る
︒

・
迅
速
な
初
動
に
よ
り
利
用

者
・
社
員
・
職
員
の
安
全
確

保
と
被
害
軽
減
が
で
き
れ

直
前
に
必
要
な
準
備
を
可
能

な
範
囲
で
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
︒

⑶
雪
害

　

降
雪
・
積
雪
の
予
測
は
あ

る
程
度
可
能
︒
最
新
の
気
象

予
報
・
警
報
︑
道
路
交
通
情

報
を
も
と
に
︑
積
雪
や
視
界

不
良
に
よ
る
運
行
中
の
立
ち

往
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の

迅
速
な
判
断
と
対
応
が
極
め

て
重
要
︒

　

ま
た
︑
雪
崩
︑
融
雪
に
よ

る
河
川
の
増
水
に
伴
う
二
次

災
害
に
も
十
分
な
注
意
が
必

要
︒

⑨ 

関
係
者
と
の
連
携
（﹁
顔

の
見
え
る
関
係
﹂の
構
築
）

⑴
地
方
自
治
体
と
の
連
携

　

迅
速
か
つ
正
確
な
災
害
・

被
災
情
報
の
収
集
︑
地
方
自

治
体
や
国
の
機
関
の
防
災
や

救
難
救
助
活
動
等
の
情
報
に

速
や
か
に
接
す
る
た
め
︑
地

方
自
治
体
と
の
間
で
連
携
関

係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が

大
変
重
要
︒
さ
ら
に
︑
緊
急

物
資
輸
送
等
に
関
す
る
活
動

を
円
滑
に
行
う
上
で
も
必
要
︒

⑵
国
の
行
政
機
関
と
の
連
携

　

緊
急
時
の
警
察
・
消
防
・

ば
︑
そ
の
後
の
事
業
の
早
期

回
復
・
継
続
に
速
や
か
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

⑧ 
自
然
災
害
の
態
様
に
応
じ

た
対
応

・
防
災
指
針
は
︑
自
然
現
象

を
起
因
と
す
る
全
て
の
自
然

災
害
を
対
象
と
す
る
︒
自
然

災
害
の
態
様
に
よ
っ
て
︑
事

業
者
の
講
じ
る
べ
き
対
応
が

異
な
る
︒
特
に
︑
運
輸
事
業

に
影
響
し
た
災
害
と
し
て
︑

次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

⑴
地
震
災
害

　

発
生
の
予
測
が
困
難
︒
あ

ら
か
じ
め
事
業
へ
の
最
大
の

影
響
を
想
定
す
る
こ
と
が
必

要
︒
直
前
の
準
備
が
で
き
な

い
た
め
︑
初
動
対
応
が
極
め

て
重
要
︒
ま
た
︑
建
物
の
倒

壊
お
よ
び
交
通
の
途
絶
を
考

慮
し
て
︑
被
災
状
況
に
応
じ

て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

計
画
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
︒

⑵
風
水
害

　

台
風
や
集
中
豪
雨
等
は
︑

発
生
の
予
測
が
あ
る
程
度
可

能
︒
最
新
の
気
象
予
報
・
警

報
を
も
と
に
移
動
経
路
や
規

模
に
関
す
る
情
報
を
把
握

し
︑
そ
れ
に
基
づ
い
て
発
生

自然災害対応を集約した項目を新設

表４　訓練の企画と実施にあたって留意すべき点

①経営トップが参加
②多くの関係者（他の事業者、地方自治体、国の行政機関等）の参加を募る
③ 時間と情報の制約がある中で、関係者との調整、的確な意思決定、実践さ

ながらの訓練を企画
④ 地震、風水害、火山噴火といった異なる災害態様の訓練シナリオを企画

し、適時にシナリオを変えて実施
⑤実際の第⼀報は、不正確・不確実な情報が多い
⑥直後に必ず振り返りを実施
⑦地方自治体、地方運輸局や地方整備局が主催する防災訓練へ積極的に参加

［コラム］  自然災害対応の取り組みを他事例に学ぶ
　自然災害対応の取り組みは、自然災害が実際に発生しない限り、その成果が見えにくいのも事実である。
　このため、実際の自然災害に対応した同業他社、鉄道や船舶など他モードの事業者の取り組み、その成
果と教訓、その後の改善の取り組み状況を学び、「他山の石」として、自社の取り組みに反映させることが
効果的である。
【参考】国交省⼤⾂官房運輸安全監理官室では、以下のサイトで取り組み事例を公開している。

https://www.mlit.go.jp/unyuanzen/unyuanzen_torikumi.html
（現在、自然災害への対応に関する取り組み事例を収集中。今後事例を追加する予定）

■自然災害対応の取り組み（例）
＜物的被害対応＞
○建造物の耐震基準、地盤の脆弱性の把握○ハザード
マップ等による地域の災害リスクの把握○情報データのバ
ックアップシステム導入○代替施設の確保○営業所等の
高台移転○関係者の施設への車両避難○同業他社との
災害協定の締結
＜人的被害対応＞
○社員等の⼈命を優先した基本方針の策定○安否確
認、緊急参集メンバー等対応手順策定○避難、救助、
負傷者対応手順の策定○滞留旅客用品の備蓄○社員に
対する教育訓練○ハザードマップ、避難所等の状況把握
○旅客に対する運行（航）状況の提供方法の確立
＜社会的被害対応＞
○非常用電源（自家発電機等）の配備○衛星通信電話
等非常用通信機器の配備○インフラ、気象等の情報提
供サービスの導入○代替施設の確保○営業所等の高台
移転○関係者の施設への車両避難○代替輸送手段の
確保○同業他社との災害協定の締結

表２　発災直後の初動対応とは

　・運行継続の可否判断
　・避難
　・救助・救護
　・社員・職員の安否確認
　・緊急参集要員の参集、災害対策本部の立ち上げ
　・被害状況の収集・把握

表３　初動対応に関して留意すべき点

　初動対応については、頭で理解しているだけではなく、以下のような身
近な準備を決して疎かにしてはいけない。「災害イマジネーション」を鍛
えておくと、細部が気になるはずで、迅速な初動を可能にする。

　①深夜に緊急参集する交通手段としては何を選択すべきか
　②タクシーをコールする電話番号はすぐ出せるか
　③緊急参集場所までの最速経路は知っているか
　④ 経営トップが出張等で緊急参集できない場合、代理の者は自分が緊急

参集者であることを認識しているか

表１　運輸防災マネジメント体制のポイント（抜粋）
　① 経営トップの責務
　② 安全方針と防災の基本方針
　③ リスク評価
　④ 楽観主義の排除
　⑤ 事前の「備え」
　⑥ 代替性の確保
　⑦ 初動対応
　⑧ 自然災害の態様に応じた対応
　⑨ 関係者との連携
　⑩ 教育と訓練
　⑪ 見直し・改善（他事例の学び）

※ なお、鉄道事業者や旅客自動車運送事業者等を対象とするポイントとして、「利用者
への情報発信」という項目が別途設けられている。

3
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
ポ
イ
ン
ト
②

自
然
災
害
の
態
様
に
応
じ
た

適
正
な
対
応
が
必
要
に

自然災害への対応力を高めて自然災害への対応力を高めて
事業継続を図りましょう事業継続を図りましょう

国
交
省 事業者における体制づくりのポイント②事業者における体制づくりのポイント②
「運輸防災マネジメント指針」
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飛沫防止対策完璧映画……！

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜点検整備編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（車両法第47条の2第2項）自
動車運送事業の用に供する自動車
の使用者又はこれらの自動車を運行
する者は、一日一回、その運行の開
始前において、日常点検をしなけれ
ばならない。
❷ ×（車両法第48条第1号）自動車
運送事業の用に供する自動車につい
ては、3か月ごとに定期点検整備を実
施しなければならない。
❸ ×（車両法第49条第1項）自動車
の使用者は、点検整備記録簿を当該

自動車に備え置き、当該自動車につ
いて点検又は整備をしたときは、必
要事項を記載しなければならない。
❹ ○（自動車点検基準別表第一）車
両総重量８トン以上又は乗車定員30
人以上の自動車については、取付状
態を点検しなければならない。
❺ ×（自動車点検基準別表第一）エ
ンジン・オイルの量の点検について
は、当該自動車の走行距離、運行時
の状態等から判断した適切な時期に
行うことで足りる。
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186「
知
ら
れ
ざ
る
鯖
街
道
③
」 

島
根
県・出
雲
街
道
の
焼
き
鯖

　

島
根
は
出
雲
大
社
を
は
じ

め
と
す
る
無
数
の
神
社
が
あ

り
︑
陰
暦
10
月
（
今
年
は
新

暦
11
月
15
日
か
ら
）
は
日
本

中
の
神
様
が
集
結
す
る
と
信

じ
ら
れ
て
き
た
︒
そ
の
た
め

各
地
は
神
様
不
在
で
神か

ん
な
づ
き

無
月

な
の
に
︑
出
雲
だ
け
は
神か

み
あ
り在

月づ
き

と
な
る
︒

　

歳
時
記
に
も
あ
る
こ
の
言

葉
を
私
は
出
雲
大
社
で
実
感

し
た
︒
神
様
た
ち
が
お
泊
ま

り
に
な
る
建
物
が
古
色
蒼そ

う
ぜ
ん然

な
が
ら
存
在
し
て
い
た
の
だ
︒

　

こ
の
地
へ
多
く
の
神
様
を

引
き
寄
せ
た
の
は
︑
食
べ
も

の
の
力
も
大
き
か
っ
た
︒
山

海
里
の
幸
プ
ラ
ス
宍し

ん

じ道
湖
と

中
海
の
汽
水
湖
の
恵
み
だ
︒

　

山
間
部
へ
運
ん
だ
の
が
︑

通
称
出
雲
街
道
こ
と
東
城
街

道
︒
宍
道
湖
畔
か
ら
国
境
の

囲
内
と
い
え
る
︒
そ
こ
で
出

雲
街
道
で
も
︑
東
城
の
手
前

辺
り
ま
で
は
鯖
が
運
ば
れ
た

と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
︒

　

好
例
が
宍
道
湖
畔
か
ら
約

15
㌔
㍍
の
雲
南
市
木き

す
き
ち
ょ
う

次
町
や

三み

と

や

ち

ょ

う

刀
屋
町
︒
焼
き
鯖
が
好
ま

れ
︑
ほ
ぐ
し
た
身
を
混
ぜ
る

焼
き
鯖
ず
し
は
祭
り
に
欠
か

せ
な
い
︒
酢
飯
に
鯖
の
味
が

の
り
︑
錦
糸
卵
も
美
し
く
︑

心
で
し
ょ
﹂
と
︒

　

さ
ら
に
10
㌔
㍍
ほ
ど
先
の

奥
出
雲
町
仁に

た多
で
は
︑
昭
和

に
は
焼
き
鯖
を
は
じ
め
︑
こ

れ
の
す
し
︑
茶
漬
け
︑
き
ゅ

う
り
も
み
が
食
べ
ら
れ
︑
な

ん
と
締
め
鯖
は
最
大
の
ご
ち

そ
う
だ
っ
た
と
の
話
を
聞
い

た
︒
鯖
は
ど
の
土
地
で
も
人

を
夢
中
に
さ
せ
る
魚
な
の
だ
︒

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

中
国
山
地
を
越
え
︑
備
後
・

東と
う
じ
ょ
う城
（
現
広
島
県
庄
原
市
）

へ
至
る
約
80
㌔
㍍
の
道
で
︑

現
代
の
国
道
３
１
４
号
だ
︒

　

注
目
し
た
い
の
が
距
離
︒

代
表
的
な
鯖
街
道
で
あ
る
若

狭
街
道
は
︑
若
狭
・
京
都
間

が
約
72
㌔
㍍
︒
生
き
腐
れ
し

や
す
い
鯖
で
も
︑
新
鮮
な
う

ち
に
浜
で
塩
を
し
て
出
発
す

れ
ば
安
全
な
う
ち
に
届
く
範

何
度
で
も
食
べ
た
く
な
る
︒

　

私
は
木
次
駅
近
く
の
中
村

鮮
魚
店
の
光
景
が
忘
れ
ら
れ

な
い
︒
店
頭
で
何
匹
も
の
鯖

が
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
ぼ
う
ぼ
う

焼
か
れ
て
い
た
の
だ
︒
さ
っ

そ
く
焼
き
鯖
と
焼
き
鯖
ず
し

を
求
め
る
と
︑
店
主
が
教
え

て
く
れ
た
︒﹁
こ
の
辺
ま
で
は

生
鯖
が
届
い
た
が
︑
奥
出
雲

へ
は
焼
き
鯖
に
し
た
方
が
安
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落
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落
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２
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タ
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か
ら
２
か
月
以
内
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８
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落
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落
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７
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落
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３
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７
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落
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落
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特
に
「
増
し
締
め
の
実
施
」「
日
常
の
点
検
」
を
欠
か
さ
ず
に
！

　

図
１
で
は
︑
平
成
27
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て

の
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪

脱
落
事
故
件
数
を
ま
と
め
た
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
車
輪
脱

落
事
故
件
数
は
平
成
27
年
度

以
降
右
肩
上
が
り
に
増
加
し

て
お
り
︑
令
和
元
年
度
は
前

年
度
比
31
件
増
と
激
増
し
て

１
１
２
件
と
な
り
︑
統
計
を

取
り
始
め
て
か
ら
最
多
と
な

っ
て
い
る
︒

　

図
２
は
︑
平
成
27
年
度
か

ら
令
和
元
年
度
ま
で
に
発
生

し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪

脱
落
事
故
（
３
５
７
件
）
に

つ
い
て
︑
タ
イ
ヤ
交
換
か
ら

脱
落
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
タ
イ
ヤ

交
換
か
ら
１
か
月
以
内
に
発

生
し
た
事
故
が
２
０
２
件
と

最
も
多
い
︒
ま
た
︑
タ
イ
ヤ

交
換
か
ら
２
か
月
以
内
に
約

８
割
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
︒

　

図
３
は
︑
元
年
度
に
発
生

し
た
車
輪
脱
落
事
故
（
１
１

２
件
）
の
脱
落
推
定
原
因
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
︒
こ
れ

　

図
４
は
︑
車
輪
脱
落
事
故

の
発
生
時
期
を
月
ご
と
に
ま

と
め
た
も
の
︒

　

表
は
︑
脱
落
し
た
タ
イ
ヤ

の
車
軸
別
・
ナ
ッ
ト
の
締
め

付
け
方
向
別
の
割
合
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
脱
落
し

た
タ
イ
ヤ
は
左
側
後
軸
が
全

体
の
９
割
近
く
に
及
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
る
︒
ま
た
︑

　

同
ポ
イ
ン
ト
を
徹
底
し
、

タ
イ
ヤ
の
脱
落
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

に
よ
る
と
︑
増
し
締
め
の
未

実
施
が
原
因
と
思
わ
れ
る
事

故
が
約
３
割
に
上
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
４
月
~

10
月
の
発
生
件
数
は
１
２
３
件

（
34
％
）
で
あ
る
一
方
︑
11

~
３
月
の
冬
季
に
は
２
３
４
件

（
66
％
）
も
の
脱
落
事
故
が

発
生
し
て
い
る
︒

　

11
月
以
降
、
冬
用
タ
イ
ヤ

へ
の
交
換
を
実
施
す
る
事
業

者
も
多
い
た
め
、
冬
季
に
は

特
に
タ
イ
ヤ
の
取
り
付
け
状

態
の
点
検
の
徹
底
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

左
側
の
車
輪
に
右
ね
じ
の
ナ

ッ
ト
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に

タ
イ
ヤ
が
脱
落
す
る
傾
向
が

多
い
こ
と
が
分
か
る
︒

　

ユ
ー
ザ
ー
自
ら
が
タ
イ
ヤ
交

換
を
行
う
時
は
、
特
に
左
後

輪
に
注
意
し
て
作
業
を
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
﹁
車
輪
脱
落
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
﹂
を
︑
図
５
の
よ
う
に

ま
と
め
た
︒

　

近
年
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故

が
急
増
し
て
い
ま
す
︒
走
行
中
に
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
が
外
れ
︑
歩
行
者
や
車
両
に

衝
突
す
る
と
大
惨
事
と
な
り
ま
す
︒
平
成

20
年
４
月
に
は
︑
事
業
用
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

左
後
輪
脱
落
に
よ
る
死
亡
事
故
も
発
生
し

て
い
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
の
ほ
ど
︑

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
﹁
令
和
２
年
度

緊
急
対
策
﹂
の
一
環
と
し
て
﹁
車
輪
脱
落
事

故
防
止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹂
を
作
成
し
ま
し
た

（
今
号
の『
広
報
と
ら
っ
く
』に
折
り
込
み
）︒

そ
こ
で
︑こ
こ
で
は
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
︑

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
車
輪
脱
落
事
故
の

傾
向
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
な
ど
︑
ホ
イ
ー

ル
脱
着
時
に
は
作
業
手
順
を
間
違
え
な
い

よ
う
︑
ま
た
交
換
後
は
増
し
締
め
を
行
う

な
ど
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
︒

図1　車輪脱落事故件数の推移

平成27 28 29 30 令和元
（年度）

41
56

67
81

112激増 ＋31件
（件）

0

20

40

60

80

100

120

0

50

100

150

200

250

40

60

80

100

図2　交換から脱落までの期間
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表 車軸別割合（単位：％）

左側 右側 不明 合計

前軸 0 2 0 2

後軸 86 11 0 98

不明 0 0 0 0

合計 87 13 0 100

ナットの締め付け方向別割合（単位：％）

左側 右側 不明 合計

左ねじ 22 2 0 25

右ねじ 63 11 0 73

不明 0 0 2 2

合計 85 13 2 100
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安全運行のオアシス
トラックステーション
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全国26か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫⼩牧 北海道苫⼩牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市⼤字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村⼤字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❻ 茨　城 茨城県⼩美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455  30
❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❽ ⼤　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
❾ 東　神 神奈川県⼤和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町⼤縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
� 亀　山 三重県亀山市⼩野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� ⼤　阪 ⼤阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市⼩倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� ⼤　分 ⼤分県⼤分市⼤字上戸次字宇⼟ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は⼤型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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▼
商
店
街

巡
り
が
好

き
で
︑
秋

晴
れ
の
と

あ
る
土
曜
日
に
︑
未
開
拓
の
商
店
街

を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
︒
都
内
に
は
︑

何
と
２
５
０
０
余
り
の
商
店
街
が
あ

り
︑
昨
今
流
行
り
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
負
け
じ
と
︑
創
意
工

夫
と
結
束
力
で
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
︒
手
作
り
惣
菜
︑
安
価
な
衣
料
︑

新
鮮
な
野
菜
と
︑
ほ
か
へ
行
か
ず
と

も
何
で
も
賄
え
る
品
揃
え
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
︒
▼
安
土
桃
山
時
代

に
︑
戦
国
大
名
が
支
配
地
の
市
場
で

行
っ
た
経
済
政
策
﹁
楽
市
・
楽
座
﹂

が
商
店
街
の
礎
に
な
り
︑
全
国
に
波

及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
当
時

は
︑
人
馬
が
盛
ん
に
行
き
交
い
︑
市

場
に
は
近
隣
諸
国
か
ら
様
々
な
物
品

が
運
ば
れ
︑
競
う
よ
う
に
商
い
が
行

わ
れ
て
い
た
に
違
い
な
く
︑
ま
る
で

活
気
あ
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
よ
う
だ

っ
た
で
し
ょ
う
ね
︒
▼
私
は
︑
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
40
店
舗
程
度
の
お
店

が
軒
を
連
ね
る
よ
う
な
︑
こ
じ
ん
ま

り
と
し
た
商
店
街
に
親
し
み
を
感
じ

ま
す
︒
特
に
︑
お
店
の
個
性
が
味
に

滲
み
出
る
糠
漬
け
や
︑
衣
ま
で
美
味

な
天
婦
羅
︑
手
作
り
ネ
タ
の
お
で
ん

は
大
好
物
で
す
︒
▼
一
見
の
客
と
侮

ら
ず
に
︑
楽
し
げ
に
食
材
の
説
明
を

す
る
店
主
の
人
柄
は
︑
購
入
す
る
側

に
と
っ
て
も
得
難
い
も
の
で
す
︒
ご

近
所
さ
ん
な
ら
︑
ご
飯
さ
え
炊
け
ば

で
き
た
て
の
温
か
い
お
か
ず
が
す
ぐ

に
手
に
入
り
︑
羨
ま
し
い
限
り
で

す
︒
▼
﹁
銀
座
﹂
と
名
の
付
く
商
店

街
の
元
祖
は
︑
都
内
品
川
区
に
あ
る

﹁
戸
越
銀
座
商
店
街
﹂
で
す
︒
１
９

２
３
（
大
正
12
）
年
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
銀
座
か

ら
︑
ガ
レ
キ
の
煉
瓦
を
戸
越
商
店
街

が
譲
り
受
け
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
︒
下
町
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
︑

大
小
は
別
に
し
て
︑﹁
銀
座
﹂
と
名

の
付
く
商
店
街
は
魅
力
満
載
で
す
︒

▼
ま
る
で
﹁
大
阪
の
オ
バ
チ
ャ
ン
﹂

の
如
く
︑
親
し
み
の
込
も
っ
た
会
話

が
盛
り
上
が
る
と
︑
そ
こ
に
は
人
情

が
見
え
隠
れ
し
ま
す
︒
商
店
街
は
︑

愛
し
き
人
間
た
ち
の
集
い
の
場
で
あ

り
︑
手
間
暇
か
け
た
食
の
宝
庫
で

す
︒
▼
そ
れ
は
ま
る
で
︑﹁
人
に
親

切
に
す
れ
ば
因
果
応
報
で
自
分
に
も

良
い
こ
と
が
起
こ
る
﹂
と
い
う
︑
落

語
の
人
情
噺
﹁
唐
茄
子
屋
政
談
﹂
を

絵
に
描
い
た
よ
う
で
す
︒
人
情
が
織

り
成
す
こ
の
長
講
も
の
は
︑
演
者
に

よ
っ
て
下
げ
の
部
分
が
ち
ょ
っ
ぴ
り

物
悲
し
か
っ
た
り
︑
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
だ
っ
た
り
す
る
お
噺
で
す
が
︑
何

と
言
っ
て
も
人
と
人
と
の
助
け
合
い

が
根
っ
こ
に
あ
り
ま
す
︒
こ
の
噺

も
︑
商
店
街
で
の
人
と
人
と
の
触
れ

合
い
も
︑﹁
お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う

で
！
﹂ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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会
津
本
郷
貨
物
運
送
㈱

（
細
谷
博
之
代
表
取
締
役
）

は
︑
福
島
県
会
津
若
松
市
に

本
社
と
営
業
拠
点
（
ア
ピ
オ

営
業
所
）
を
構
え
︑
首
都
圏

や
関
西
︑
ま
た
山
陰
地
方
な

ど
へ
酒
や
碍が

い

し子
︑
鋼
材
︑
自

動
車
部
品
等
の
輸
送
を
行
っ

て
い
る
︒

　

会
津
若
松
市
で
は
︑
早
け

れ
ば
11
月
に
雪
が
降
り
︑
翌

年
２
月
に
は
降
雪
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
︒
会
津
若
松
市
か

ら
首
都
圏
・
関
西
方
面
へ
の

メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
︑
市
内
を

東
西
に
貫
い
て
い
る
磐
越
自

動
車
道
と
国
道
49
号
で
あ

る
︒
会
津
若
松
市
は
盆
地
に

位
置
し
て
い
る
た
め
︑
市
街

地
で
は
そ
れ
ほ
ど
積
雪
が
な

く
て
も
︑
峠
で
は
か
な
り
の

積
雪
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

多
い
︒
特
に
︑
会
津
若
松
市

の
西
に
あ
る
西
会
津
町
は
豪

雪
地
帯
で
あ
り
︑
国
道
49
号

が
通
行
止
め
に
な
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
︒
一
方
︑
会

津
若
松
市
か
ら
東
に
向
か
う

と
︑
磐
越
道
と
東
北
自
動
車

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
前
の
準
備
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
た
い
︒

　

同
社
で
は
11
月
に
入
る

道
が
交
わ
り
︑
交
通
の
要
衝

と
し
て
機
能
す
る
郡
山
市
が

あ
る
が
︑
そ
の
間
に
あ
る
磐

と
︑
ま
ず
全
車
両
の
タ
イ
ヤ

を
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に

交
換
す
る
︒
タ
イ
ヤ
交
換
に

つ
い
て
は
︑
自
社
で
作
業
を

行
う
運
送
事
業
者
も
少
な
く

制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒

福
島
県
内
で
は
現
在
の
と
こ

ろ
規
制
箇
所
は
設
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
︑
規
制
箇
所
を

通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
当
然
考
え
ら
れ
ま

す
︒
実
習
で
の
経
験
を
通
じ

て
チ
ェ
ー
ン
の
掛
け
方
を
知
っ

て
お
く
こ
と
は
︑
雪
道
を
走

行
す
る
こ
と
の
多
い
プ
ロ
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
︑
非
常
に

大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
︑
初
め

て
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

た
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

な
い
が
︑
同
社
で
は
営
業
所

の
す
ぐ
近
く
に
タ
イ
ヤ
業
者

が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
専
門
家

で
あ
る
タ
イ
ヤ
業
者
に
作
業

を
任
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
近
年
︑
タ
イ
ヤ
交
換
後

の
車
輪
脱
落
事
故
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
︒
脱
落
事
故

の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と

し
て
﹃
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の

不
備
﹄
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
︑
自
社
で
交
換
作
業
を

実
施
し
た
場
合
に
は
︑
作
業

実
施
者
の
個
人
差
に
よ
っ
て

作
業
品
質
に
差
が
生
じ
や
す

く
︑
脱
落
の
原
因
と
な
る
交

換
作
業
の
不
備
に
繋
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
た

め
︑
当
社
で
は
プ
ロ
の
タ
イ

ヤ
業
者
に
作
業
を
お
願
い

し
︑
交
換
作
業
を
適
切
に
行

的
に
指
示
す
る
こ
と
﹂
で
あ

る
と
い
う
︒

　
﹁
比
較
的
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

て
︑
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
雪
道
で
の
添
乗
指
導

を
行
う
︒
ま
た
︑
雪
の
降
り

方
は
毎
年
変
化
す
る
た
め
︑

２
年
目
・
３
年
目
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
つ
い
て
も
雪
道
に
慣

れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
と
一
緒
に

運
行
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ

ー
に
限
ら
ず
︑
経
験
を
積
ん

で
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
も
︑
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
前

に
は
全
ト
協
制
作
の
﹁
雪
道

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
な
ど
を

も
と
に
︑
雪
道
対
策
の
指
導

の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

考
え
て
︑
い
つ
も
よ
り
20
％

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
︑
い
つ

も
よ
り
20
％
車
間
距
離
を
多

め
に
と
る
﹂
な
ど
︑
安
全
性

高
い
運
転
の
仕
方
に
つ
い
て

レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
う
︒
そ
の

上
で
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
制
作
の
﹁
雪
道
対
策
﹂
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
関
連
４
・
５
面
）
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
見
て
も
ら
い
︑

雪
道
対
策
の
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
︒

そ
の
後
︑
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
よ
る
︑

実
車
を
使
っ
て
の
チ
ェ
ー
ン
の

装
着
実
習
を
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
大
雪
時
の
道
路
交
通
確

保
を
図
る
た
め
に
︑
平
成
30

年
よ
り
急
勾
配
の
あ
る
峠
道

な
ど
を
対
象
に
チ
ェ
ー
ン
規

細谷　博之
代表取締役

同社のドライバー㊨がタイヤチェーンメーカーの担当者㊧の指導を受けながら、チェーン
の装着法を学ぶ

の
中
に
は
︑
予
期
せ
ぬ
事
態

に
遭
遇
し
た
際
の
対
応
力
が

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
に
比
べ

る
と
不
足
し
て
い
る
人
も
み

ら
れ
ま
す
︒
例
え
ば
︑﹃
市

街
地
に
比
べ
て
峠
で
は
積
雪

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
︑

峠
越
え
す
る
際
に
は
早
め
に

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
よ
う

に
﹄︑﹃
通
行
止
め
な
ど
の
異

常
時
に
は
︑
ま
ず
携
帯
電
話

で
営
業
所
に
報
告
し
︑
運
行

管
理
者
の
指
示
を
仰
ぐ
よ
う

に
﹄
な
ど
︑
具
体
的
に
指
示

を
出
す
こ
と
で
︑
緊
急
時
に

も
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
︑

ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
安
定
運
行

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
同
社
の
営
業
所
の

す
ぐ
隣
に
給
油
所
が
あ
る
こ

と
か
ら
︑
燃
料
を
満
タ
ン
に

し
て
か
ら
出
発
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
ほ
か
︑
防
寒

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
︑
脱
落

事
故
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
︒
そ
の
上
で
︑
増
し
締

め
な
ど
の
作
業
に
つ
い
て
は
︑

当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
実
施

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂

（
細
谷
社
長
）

　

と
こ
ろ
で
︑
運
行
途
中
の

雪
道
で
急
遽
タ
イ
ヤ
交
換
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
︑
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
が
ノ
ー
マ
ル
タ
イ

ヤ
の
ま
ま
で
は
交
換
後
の
走

行
に
支
障
が
出
か
ね
な
い
︒

そ
の
た
め
︑
同
社
で
は
タ
イ

ヤ
交
換
の
際
に
︑
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
に
つ
い
て
も
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
を
行
っ
て

い
る
︒

　
﹁
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
場

合
は
あ
る
も
の
の
︑
ノ
ー
マ

ル
タ
イ
ヤ
で
の
雪
道
走
行
は

道
路
交
通
法
等
に
よ
っ
て
罰

則
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

安
全
性
確
保
の
観
点
で
考
え

る
と
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
に
つ
い

て
も
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に

交
換
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

ば
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
も
大

丈
夫
と
考
え
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
︑
チ
ェ
ー
ン

や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を

装
着
し
て
い
て
も
滑
る
こ
と

も
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー

ン
だ
っ
た
場
合
に
は
︑
ス
リ

ッ
プ
事
故
に
繋
が
り
か
ね
ま

せ
ん
︒
お
客
様
の
大
切
な
荷

物
を
預
か
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
を

走
ら
せ
る
運
送
事
業
者
と
し

て
︑
決
し
て
雪
道
の
怖
さ
を

軽
視
せ
ず
︑
積
雪
の
多
い
地

域
を
運
行
さ
れ
る
際
に
は
事

前
の
情
報
収
集
や
携
行
品
の

準
備
な
ど
︑
十
分
な
雪
道
対

策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
会
津
本
郷
貨

物
運
送
㈱　

細
谷
博
之
代
表

取
締
役

全ト協「雪道対策特設ページ」をご活用ください！
　全日本トラック協会では、ホームページ内に「雪道対策特設ページ」を設けています。
　同特設ページでは、異常気象時における気象情報等の入手先に関するリーフレットや、「雪道対策マニュアル」などを掲
載しているほか、雪道走行の心得と対策ポイントを紹介する動画も視聴することができます。
　●全ト協トップページ＞会員の皆様へ＞安全対策＞「雪道対策特設ページ」のバナーをクリック！（右 QR コード）

コラム

会社名 会津本郷貨物運送㈱
代表者 代表取締役　細谷　博之
本社 福島県会津若松市日新町 1-38
資本金 1,000 万円
従業員数 33 ⼈（うちドライバー 25 ⼈）
車両台数 25 台

会社概要

　

同
社
で
は
冬
期
に
お
け
る

安
全
運
行
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
︑
雪
道
経
験
の
浅
い
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
導
に

力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ほ

ぼ
９
割
は
地
元
出
身
者
で
あ

り
︑
普
通
車
で
雪
道
を
走
行

す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
人

も
少
な
く
は
な
い
︒
し
か
し
︑

車
体
の
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
を

運
転
す
る
際
に
は
普
通
車
以

上
に
細
心
の
注
意
が
求
め
ら

れ
る
︒
ま
た
︑
降
雪
の
少
な

い
地
域
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
し
て
い
た
人
が
同
社

に
転
職
し
て
く
る
こ
と
も
あ

り
︑
そ
う
し
た
人
に
と
っ
て

は
雪
道
走
行
の
経
験
は
ほ
ぼ

皆
無
で
あ
る
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
︑
冬
を

迎
え
る
前
に
入
社
３
年
目
ま

で
の
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
集

め
︑
安
全
性
の
高
い
雪
道
走

行
技
術
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
た
め
の
講
習
を
行
う
よ
う

に
し
て
い
る
︒

　

講
習
で
は
︑
ま
ず
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
が
︑
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
特
性

や
雪
道
走
行
時
の
注
意
点
な

ど
を
解
説
︒﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
て
も

﹃
雪
道
は
滑
る
も
の
だ
﹄
と

梯
町
や
猪
苗
代
町
付
近
で
吹

雪
に
な
る
こ
と
が
あ
り
︑
国

道
49
号
の
み
な
ら
ず
︑
磐
越

道
も
１
年
に
数
回
程
度
通
行

止
め
に
な
る
場
合
も
あ
る
と

い
う
︒
会
津
若
松
市
は
ま
さ

に
︑
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
と

﹁
陸
の
孤
島
﹂と
な
っ
て
し
ま

う
場
所
で
あ
る
︒
そ
れ
だ
け

に
︑
当
地
を
走
行
す
る
運
送

事
業
者
に
と
っ
て
は
︑ス
ノ
ー

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
対
策
が

必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
︒

　

ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
︑
運
行
管
理
者
は
常
に
気

象
情
報
や
道
路
の
路
面
状
況

な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
確
認
し
て
︑
情
報
を
収

集
︒
出
発
前
の
点
呼
の
際
に

は
︑運
行
計
画
書
を
も
と
に
︑

走
行
の
際
の
注
意
点
に
つ
い

て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
指
示
す
る
︒

指
示
す
る
際
に
運
行
管
理
者

が
注
意
し
て
い
る
こ
と
と
し

て
は
︑﹁
発
着
地
の
天
候
だ

け
で
は
な
く
通
行
す
る
道
路

に
つ
い
て
︑
チ
ェ
ー
ン
規
制
な

ど
の
情
報
を
伝
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
﹂︑
そ
し
て
﹁
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
具
体

着
や
作
業
用
手
袋
︑
懐
中
電

灯
︑
長
靴
︑ス
ノ
ー
ブ
ラ
シ
︑

ス
コ
ッ
プ
︑
け
ん
引
ワ
イ
ヤ

ー
な
ど
と
い
っ
た
雪
国
運
行

の
必
需
品
︑
そ
し
て
乾
パ
ン

な
ど
の
非
常
用
食
料
も
携
行

さ
せ
た
上
で
出
発
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
も
数
年
前
︑
大

雪
の
た
め
に
︑
長
野
県
内
の

上
信
越
自
動
車
道
で
ト
ラ
ッ

ク
が
立
ち
往
生
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
数
日
帰
っ
て
こ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
︒
運
送
会
社
と
し
て
は
︑

﹃
ト
ラ
ッ
ク
と
ド
ラ
イ
バ
ー

が
事
故
な
く
無
事
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
﹄
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

逆
に
考
え
る
と
︑﹃
大
雪
に

よ
る
交
通
途
絶
の
た
め
に
ト

ラ
ッ
ク
が
運
行
不
能
に
な
る

の
は
︑
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
運

行
を
担
う
運
送
会
社
が
準
備

不
足
だ
っ
た
か
ら
だ
﹄
と
言

う
こ
と
も
で
き
ま
す
︒
福
島

県
内
で
も
︑
積
雪
の
少
な
い

地
方
か
ら
来
た
ト
ラ
ッ
ク
が
︑

冬
な
の
に
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ

で
走
行
し
て
い
る
シ
ー
ン
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

雪
道
経
験
が
乏
し
い
た
め

に
︑
路
面
に
積
雪
が
な
け
れ

　

近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
で
︑
幹
線
道
路
の
通
行
止
め
や

車
の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で
発
生
し
て

い
ま
す
︒
た
と
え
平
野
部
で
は
降
雪
し
て

い
な
く
て
も
︑
山
間
部
の
峠
道
な
ど
で
は

積
雪
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
︑
適
切

な
準
備
が
必
要
で
す
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
積
雪
の
多
い
地

域
に
拠
点
を
構
え
る
運
送
事
業
者
を
取
材

し
︑
冬
に
向
け
た
対
策
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
今
回
は
︑
福
島
県

会
津
若
松
市
に
本
社
・
営
業
所
を
構
え

る
︑
会
津
本
郷
貨
物
運
送
㈱
に
お
け
る
取

り
組
み
で
す
︒

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
よ
る

雪
道
講
習
会
も
行
っ
て
い
る

運
行
管
理
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
気
象
情
報
な
ど
を
入
手
㊤
、
点
呼
の

際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
注
意
点
を
具
体
的
に
指
示
す
る
㊦

《スノーシーズン間近》冬期における安全運行特集《スノーシーズン間近》冬期における安全運行特集

雪道でのトラブルを防ぐために雪道でのトラブルを防ぐために
運
行
維
持
に
欠
か
せ
な
い
「
雪
道
へ
の
準
備
」

運
行
維
持
に
欠
か
せ
な
い
「
雪
道
へ
の
準
備
」

「
管
理
者
の
具
体
的
な
指
示
」
が
危
機
を
防
ぐ

「
管
理
者
の
具
体
的
な
指
示
」
が
危
機
を
防
ぐ

会
津
本
郷
貨
物
運
送
株
式
会
社
（
福
島
県
）

会
津
本
郷
貨
物
運
送
株
式
会
社
（
福
島
県
）

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
会
津
若
松
市

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
会
津
若
松
市

大
雪
の
際
に
は
「
陸
の
孤
島
」
に
も

大
雪
の
際
に
は
「
陸
の
孤
島
」
に
も

脱
落
防
ぐ
た
め
タ
イ
ヤ
業
者
に
作
業
を
依
頼

脱
落
防
ぐ
た
め
タ
イ
ヤ
業
者
に
作
業
を
依
頼

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
も
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
も
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換

雪
道
へ
の
知
識
と
運
転
技
術
を
深
め
る
「
講
習
」

雪
道
へ
の
知
識
と
運
転
技
術
を
深
め
る
「
講
習
」

実
体
験
で
チ
ェ
ー
ン
装
着
法
を
身
に
付
け
る

実
体
験
で
チ
ェ
ー
ン
装
着
法
を
身
に
付
け
る

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
「
情
報
収
集
」

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
「
情
報
収
集
」

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
的
確
な
指
示
が
安
定
運
行
を
実
現

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
的
確
な
指
示
が
安
定
運
行
を
実
現


